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業ネヴリジェンス法によっては原則として賠償が否定される純

粋経済損失 (pureeconomic loss)が問題と在る事例には、間

接損失 (ricochetloss)と移転させられた損失 (tran5lerred1055) 

がある。本稿は後者を分析するものであるが、近年、判例の議議

が進んだイギリスi去を主に扱う予定である ν

たとえば、荷送人(受約者)と運送人(約束者)が荷受人(第

三者)に対して物品を選送する契約を締結したが、運送人の過失

により濠滋中iこ物品が滅失した場合、荷受人は運送人に対し不法

行為に基ついて滅失した物品自体の価値の賠償を請求することは

で哲主主い、とされることがある。なぜ;(，:らi工、滅失した物品自体

の価値は純粋経済損失であるからである、とされるからである。

あるいは、注文者(受約者)と請負人(約束者jが建物建築の

請負契約を締結したが、その後、注文春が第三者に対して当該建

物を譲渡したU ところが、完成した建物に欠陥がみつかった場合、

第三者である所有者は請負人に対し不法行為に基っし、て建物の毅

銃自体または寝液晶る建物自体の価値の賠償を請求することはで

吉立いの t.;:ぜ;(，:ら'"、主主物のE罷証E自体または3寝室庇あるE宝物自体の

価値，~純粋経済損失であるからである

そこで、近年、約束者の第三者に対してした不法行為に基づく

救済(損害賠償)に代わって、約束者の受約者に対してした契約

遺反に基づく救済(損害賠償)が試みられ、認められるようになっ

要
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移転させられた損央 (1i 

てきている。つまり、受約者が約束者に対し第三者のために第三

者の被った損失について賠償を請求する訴訟が試みられ、認めら

れるようになってきている。

イギリス法の現状は以上のとおりであるが、これをふまえたう

えで、本稿は、最後に、日本法との比較も試みる予定である。

目次 主要立判決および制定法

はじめに

1. Hannes Unberath， Transferred Loss， Claiming Third Party Loss 

in Contract Law (2∞3)の紹介
第1部原告の損失の回復

第1章第三者による訴訟

第1節不法行為法

第2節契約による第三者の請求

第2章契約当事者による訴訟

第1節無関連事項との関係

( ， )不法行為事例
(2 )物品の売買

(3 )建築事例

(4 )物品の運送

(5 )まとめ

第2節 「狭い」広いずラウンド

第3節 「広い」広いグラウンド

(' )支配的要件としての合理性?

(2 )履行の代わるもの

(3 )賠償法理

(4 )損失の金銭的評価

(5 )受約者の第三者への賠償金の引渡義務，修理の意図，一

重の回復

(6 )家庭事例

第2部第三者の損失の公然の回復:先例と法理

E イギリス法の分析

(' )物品運送法

北法58(5-34;))2519 [52J 
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(2 )寄託

Dunlop v Lambert (1839) Macl & R 663 

Bill of Lading Act 1855 

The Albazero [1977] AC 774 

Carriage of Goods by 5ea Act 1992 

(3 )約束の信託

(4 )保険

(5 )代理

(6 )建築法

E 学説の検討

St Martins [1994] 1 AC 85 

Panatown [2001] 1 AC 518 

( 1) G. H. Treitel 

(2) Hannes Unberath 

( 3) Brian Coote 

町田日本法との比較

(1 )物品運送法

叶究ノ ト

(以上本号)

(ア1 ハダ・}~-}~ズ、および、ハデヴィスビ ・}~-}~ズ

(イ) イギリス法

(ウ) 日本法

Carriage of Goods by 5ea Act 1971 

The Aliakmon [1986] AC 785 

国際海上物品運送法

最判昭和44年10月17目判時575号71頁

(2 )建築法

間イギリス法

Anns [1978] AC 728 

Murphy [1991] 1 AC 398 

(イ) 日本法

最判平成15年11月14日民集57巻10号1561頁

最判平成19年7月6目最高裁判所ホームページ

おわりに
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はじめ

純粋む済Ji':'，たとは、日の人尋まれは財産に討す!"'i物理 ~!jなj，古川;l1a，lgCJ

~' -市交 L ない、原告にお.~.-t-ノ合流 y守的な損た Uu日)を v、う英字グ，ンヱン

ス:去し土、 i且宍ある不実表示とよl長ある1貴II ¥ 1、j起草rの事f刊にお C'てヲj拡を

認めるもの{つ、!弘司jと c純粋科凶出火グ)1転fヰを合，['cJるコ

渋告の過たあ ;~ì11';斗じより明夫が括'1=L、そのjA'ln性ばが可月忠rなる事(刊

の主な知Fι 具しては、~i; (~てよ託 料、斉1Tの人身まには防}干に松害が交

'1し、それが!F.i:f;' '間接持会者~: (市長) ~-[; ~乏をちたら 9'1品れと¥:，iJ岡、ijj

に供給戸れた物 Wr(::J山止があるた訟に、原~.がJ長 f人ヒ 1 :fへj 会被る鳩令と

がある

さて、 Qされほ棋史に'~) ~，ミて:，'1民的に LかH:dU を;♂めない怒肢は、辺丈不法f

品;j、lこ.t''.、てのみ鈎青であるハし山、治、えれば、 21cjiJ.，λJ契約に対する怜子午の妨1:'

のような故三不法f了為;:1:( おいて併済tW失rっさ賠償ル認めること 1-Iムメほ

ど困苦手f止ない ま F 、小平ìJ_、行為に~ピ九川一経済J員去の rrg 悩を 3青ぷ宇るのでは

な¥、 i史的j主反』こ柴づv てれ;斉損失のが院を請求ずゐ) かできれば、友山(1)

z青ボはfれrI(7;問問ーもなく認めりれるcとし Lつのは、計約達反にJFづい、ト宅情を請

求ヲるtt;::'ì(j) 刈 ~)， i，よれ i斉JW尖であり それ 1_)，4}の;tM7;ではないからぐある人

ここで、ノ干リス山、:いう純粋経が鋭うた ζ[工、 げではなく、 も色

む )1、い唱にじであることを任試しておく{つまり、 (i) どれによれば、 1主'~fi:7i主

)えの典剖乙は、年 l が't1J~ (.二対L ある則日にある物山グ〉引渡Lを利

点したが‘ぞれや夜行なかったので、民ァが売主'，_.対し‘，j.'J;七F干!きとづl

L主却-lHのrhJ々悩+a!ての子部の賠償をぷめて訴え斤，""'." つもの1てなふぷいい

かえれば、売寸ての買土?士'.1-9 る物品引Hl約今Uì、耳、屑行に{土、 '1-t~ ク〉づ[渡しがな

よ しんィrI?& LilUisi 11ω Turls、1(JLh cc:... 2(メ川)， p日，-<1.1-36 

乙 lIi!dleyB.戸川必 ζρ"'ωωι P，lrlners L!:i [1964;へC46~i 

つれたilel' jli!i('S [19B町立 r¥C':;U7 ¥州杭'(ギリスJえにおける培 討に);';-する

喫約t>;干と小iJ行為i'i.fccの!剖好・再ぬ 失三子せられど受i走者を返汁と Lて

J (，引所).Itノ、夫学祐史;;7巻 0-4f)ら頁を照1

J I~HZ:如失 (ric町hCè loss) こみE当する。

~) ~I ili/ω'1，走jul{凡打日，JIITmts ¥、11111e(L ~οOG). r口 1古2-~~ß 

o Jbid.礼:， 19:-5， n. (iり

二日社S8(仁 343)2に17 |日41
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か υ だ二と 7およυ出品ある物品がら!e:.汚されたとが含まれるが、その訂失

lこ》いては、主J約迅!えにとづし、賠償請、訴すべ去であり、1'i1、I:為に2t--}>.， ， ~C 

常524求jべきではな'"-，いへことになるれさらにいへこ、契約の口前初であ

る物品宵仏の flllift ま/~;主物所!のJ豆痕向体は、純粋よ子治損失エ L-;:"分類きれ、=兇

ザ;;1)主I又』こ恭っし i て以汚されるこ ιはあ}にら、不法行為レ二基て刊、に紋汚される

二とはない、と lミうのが品目I1ず品むε):n 

さて、~:忠にある若杏J二、 τ皆吉の:ヰ f" (OXd!l) 11:;:;文子主Jめれものであゐ (U

:)JI，; r¥tS!})づ:iJl~ しが返すし A ことも苫ま Z!.-る

" :'t1cGJ咋 0γ I)nj)仰 cagi'S(litll ec つ明治は、第フ苧「金銭 h乃損丈J第 luiJ契

約j において、結~的な :1;: 主lLの損失 (conscqllcntム，1 1 )CCLlムbrv1同 scs) と土す

まされる戸、本町な \:)aS1C) 金銭卜の]:~*につし .c ソ吉山ようにいつい契約

とは、 Tj，いに利ぷ F子JJ止令うこ乙である l jJカ-i;1[の削の契約のヌ-';1計丁子起こ

せば、池)f(，子立、Iする基本町J右投J、[よ契約マ主反を通じて存分ノれと利益丹市場任官

(-1.' ¥ -) -=-J-.になゐ。つまり、 l京竺[工、 1I ~~)のハ ゲンノ河をたについでli二位され

る権干印、めると 1寸ーと(こ仕るつその判長。)タ l'fとしては、財産 l物品等J、
金銭、役拾があり、その宇J約退!人的)汁 ムとし Lは、殺れがない予と 遅記

したほ?了、了目立五ある版行がある Jbid. par:l. 2 -0:)1 

他方、第2帯 会決 1のJij'た」第2iil: 小ィJ、行為」において、結果此な金銭

ょの損史〉対同される宅本l杓な-:i;:主主土の出先lついて、つざのよう k~、う 余

銭!のづEft;立、契約に1-:i'. -，ては重要な花訓を呆たヲが、十主主行品に hいてはそ

れはこではない J なぜな九ぱ、製的はほぼ記J!jljl巧;こ旬、止のi間業的な禾l誌の保護

キ与えるのにlJして、不法行為(j-原(l!のイ四人的な安全や優良な汗汁のよ今主相l

詩のお;訟をすえるからである。し丈一がって、イ、/)，1二品に同 J一心荒本J'.)な金政 1ー

の損失こ〕ては、前 μ u車山川戸高の舟3lて'7)だけを考えれば足りる 1ι，id
pa:'a. :>O ，W 隙 ~_j_;<J)物品等刀、相隠されれば、その某志的な主銭 1 .7)抗うとは物品

の恒訟の減少という Lことになり、 im'正i土台間|切な惨珂皆川により測にされる J

JiJid. Jl:'lr汎 201

Hu叩hvi' Hrc)lιtumd Uistria CO;i-1lctl : 1的1]1 AC日以((;対日仏(2 ) :")'>;'-u.-'"千.&;

，ネ主i法約三そf工法iおける製;手当'J;jC)桜吹自体!こっし iて[土、 +1巴給原 l辰J止の

判l 巧~J [l992~γ メ"方 ì~l、 34~民，九五f汗宍 lγ メリカの裂活物tt~-f 乙経済 :fJ損

失 5川lt~);-Seどィル ルのう7事[ \~994) :{XI-~十_: ;3よ $::!'i'~;'、~と議集社会科子

治;)1品]号 17:<8.子参照のこと

l'製造物責任法ιおじる製造物の;wa:1 体につ L べ~ :土、浦JII:iJdt:m; I桜台論

(1090，; .NBU58号36貝ヲ内山手t't:I.τ論j正ん済企山I'rl正記'11首尚南貸{Hァ:a:.;c
7J-7忠南町「製j~物宣伝u、 0)論 l之 、1991) H};，;支を'1~)1~t のことへ

l~;; .1 ~lìJ、 S8 i;;._'>'4~ ，:::日。
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ト l本書J とし ιう)11

本吉の1:U'Jiよ、第三i片の絹'J:-(ワ下刻 (tr:ird:Jarty lr;;.;s Ct:WS/ につ川て号車

γるここにあゐ。すなたも、約ぶ話[i，'，よる契約違反が;J:約者 p-(はなくさら

1iAいて員丈をワえ己防台、 ドが[)に:tILT の̂括t:，;.-:..，-:)1， 'T賠償をパめノjこ1

ができるかとし i う ;I'\j先である υ 〈刑事列と 1 ては、物品三五三事fj~ と建築事前 J了

ある U

物品月五三事例J:は、;'Jj{.i主人[)どイじ、主人 pが1"受人Aに宛てど物汀村正、主ずる

却や」を締枯し、 Fかり人に守JL物l?!の川右桂まとは)i!.険もみ件、したが、わが I

との契約に違反し、 ~ll(~i，.I 11 :こ物品 iJ->;:J;点うたまたほlI~ ~þ1jしたこいう場什てあるご

廷で在亨 í71j と l 士、河〉と rr.p ァj、詰白人わとび)有で貨物'Xt"Ä~~言伝契利弁論元JI した没

で、;:(;: 者¥c:: (1)而ごヲ官民契約等を締結 L、当該建物の月十七権合移転、 3せと2

ころ、りがつとの封約に通以L、建物i:m庇が発見さh/メいう場合 cある}

また、そもをも当該法物内rkh権!:;t此宇:;J7十九 Aにあり、Pi;::f中イト11(こL亡Dと

の|削で i:r:~f:i;怨築請負契約を締結した仁すぎなか勺たこ:ろ、じがP との契約 i

追記し、宝物にJE~仇が発見され l- )いう場合もある。

契約涜反に長つ'，'て説的 lコれる t~てが院の目的i土、与i約か 11言わされたな C) i.j' 

;t: ;:j-がおがれ L いたであろう 1~'.fずにJ早白をおくてとにあるc ごれによれ (J'，"?/! 

ま'JiË反に基づいて~，~>~とられる担'1;'"士伎;よ、公約苔が被った以央をう~~)占'..賠償

ず令fめ;ー認められるのが;，;;-r.日Jムいうこと Lこなるいいかえれば、士有 者が絞っ

た机失円以債をそ約者にdflめるか認めないかは四:世的己主附出ではないと、、うこ

とになる u それでは、このような例外を認める必主主はあるO/Cあろうか 本E

江、そ(!j例外の記、lよ二イニを肯定するものである p

本研究ノ トー弓 J土、十、古を紹介Lつつ、本古の言及 fLょ要な判決ιついて、

許釘 (UnbcrJ.¥.h) ク〉校現を糾1iするとともに、三ま{;(新主)も独自 l分析す

るe;とである A あわゼ ζ E本iiごは、 i吋慌の問題をこう解決し ζい£かイ検

討Lえし h

1. Hannes Unberath， TransゐrredLoss， 

Claiming Third Party Loss in Contract Law (2003) の紹介

ノ、方』こぶると、 I 1a i~ lJ(-"": l.:flJwraL!i ;立当町 LfC1 Ulぞl'ii' L;m 川 Ll~F YII~， (;L \'l t' 

of Jnu'nlational Law弓 Ludvl'l三 \:axi El ;]iallS 、 ;lliv('~'sitv of九Illfli出じあ 1たr

二日社S8(仁 :l4J2に15 |日l
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さて、本書l土、わー剖iiJtfl のl'つ失の凶1豆 j と山~{ 1_-'-(、総論を畏尚一 W2

/:1; 第三討の4~)たのま快。)1口|復 元何と 11、Jl:l:J と題I~ -~ ，取引矧型jごとに、詳

ギf'干uc刈えフf析するp

第 1部 原告の損失の回復 (Recoveryof the Plaintiff's Loss) 12 

:~~ 1 j布l二、さらじ立つJ)主:.，:ぅrかれている心;中「仏者"る訴訟J 之、

第 7ヰァ原告どない、約束討を際告エして、不法1;'-"7.-)に某勺いて、 __ p-;るいは、

~\')点在 ζ 去約者。〉むの契約の違反に長づ11 亡、第二主に n こた十五夫ぃコい k賠

償令請ぷする許なや-t~r，寸 9 ふり与さ己草 契約斗守r-，(í'による訴訟J は、'~=お将司;、

;¥?:u Lなり、約以者全被告2して 約中、者と会約者の叩0)究約の違反にA:---丸、

亡、第 計に止tた桜欠につt'土日Jλ 慣を;ふに「る ~;J; ~í、を松~i~'"9L る n そ μ 〉とも

に、 J司もんと~ -，う Ifi，允ぴ);i、吹を分+11 寸るコ q~ 1音:;;:I (JiIdにすぎ:しにく、らでこ菅ニ子

古、本グ)，L、fhEでふる J

第 1章 第三者による訴訟 ~Action by the Third Party) ~3 

'2f0 邑 lよ u ムの被つノヒ出尖に'---)~， ，てど I)'rt~イ立ぞ請求する権利を有する、とし

うのが同日Ij-Cあ令。

ノJ守、かりに:主:k/0-~-:ir;.'~~ 話の科t ，.)た才打矢につ 1 、ヴド\-~債を l古求"る権不iJを

有する乙寸 iLぱ、 ト日lAi草川)こだするをFiJとなるυ 仙寸で、 がり二第三}:が円ら
の渋っ j~:m9，とにつ L て芭;二訴えられ。とすれば、 じ之宮口'jλ 認める，Z;}日;ニなく

なるのではなかろ 4 古

しか ν 、吟{i- (~;nbc:'::-.th) 土、て〉主のように結議つける「工法行為法に恭

イくあ三 jpfによる訴沿も‘契約 LニヰJづく第三ヂ;によるヨドl止、も、パ寺í~Lグ)'7'何ごし

か認められ仁 、れらの何倍は取られとしる"れがコて、営約者のらちム者の

相、うUこJ主計if止を話求，る程禾:)を ~，:ZめるをJJか ι、三L;?ある

による主ヰ高二カミ }J 古 ~.c，:手会\.-，かをみておこっ c

2zs:古7tt;:1、十。

3本書9_f'f以下。

I"，J 

ではなず、第担

~lìJ、 S8i;;._'J，40 ， :::日生
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第 1節 不法行為法 (TortLaw) ~，; 

ま子、す省 i， Cll])C ra:Jl} は、 J くに ;:ßz;r~i 占負と'i川口通送胡す!" tU例(7)仇

れを概説し丈うえゲ ，yy()j牟叫に上 Jてそ3約の当事1'.(はない第寺ぃ生tト

糾J干t'::i;有利失に|埼オる不法行為訴訟は、 Hed!り，Bvrneい96'" ;¥じ '165Liの例外

はあるもの{つ、百易 ~'"~ :ょ認めらわないとが前づる IC. 1;'ベ

建築治民の分野にお，，¥ては、 に|市あゐ建築物号伴7:.者すから試 :.'1歪:-yまれは

賃世した i忠告が、宗主主人等 t こだし亡、込先不法ぺ J' -7;，;'土に某/プいて純粋従~/'itH 官こ

の荷台量を請求寸るといった机下が多たしたこ Hedli、bynwr 19G/~-: ，\し !~GS 心〕延

l<~'車十で、 4山日 rj叫記入じ 'I';!Kびは、 l区戸干の詰本や I-'}]'めたが、 紘!て、

?!-[uゆliv[19~ll] 1 _.'¥C 3081らは、ミ〔告の請求会否定した〔そこで〆i';又は、十法行

4本音9_.Rj:J.~ 

JJNlιy !がn<'む仁(;，J !!dレFiC-Pn巾 il'rSUr! [1 ~)6zl] AC z:r->S 

{事実]約束釘の;長宍によ bイ、実表不を受ギ:ygごはと主く第 十i刀、イ言以LてtTi失
を被ったごそこで、山二苔は*~J 見者;こ対 L 小法手r-，+.1に尖ッいて弔~~.tf債を議ボしたこ

{判決l 話ぷ ，-~~'i~

。本菩2C8，)

7若fi!J:nb刊:!-i)~ょ、 r イツμ、にぷける第 干?のトめのf主流幼を伴う取引は、

本書で扱う四叩I的な;;i) ι:こ閉そかI1じた弔問?井lして、fJCJ鮮?えら与えな"
と結.ahJつける 前者 l立、 1e;:待者のお三宇?に ~t寸る安ノ千 ~I) 蒋 IJl:を拡大する方 I i:J\ こ

fFHlするう +ぷでの問題は、契約的立灼物のう~f i者約な事J~えが ':bVJ さから第て

う首~" ，t. 偶然に移転するシいう三ころにあるい}判官は、通常であれば~約昔が減

る損失が禁 7i h 特半、させら九たJ'p'ij合;おける受ゎ:';-7キの権利の :::'1~立を部決し在

いりである。本吾~1 R 

ηns ;) :Herlcl1 j"OJ~，dοη 13C 119;:81 .'¥C '128 

事実と判決をヰ叫すると、つぎのとおれぜあ

2) (，?，，'u:詳述 A 前半に

[事実i 建物建築昔が古うシンル l 一色tL、建築 ~~WJ(._;ttづいぐ 建築計而を

l' 詰 L 、てれ ~i汁司された。廷摂条例;よる、カウンンノ. ，立、立物的某憶が

葎われる耐に、ぞれを検昔、1なければなりなか勺たが、実際にl士、そ札を検告そ

ヲるこ乙はなう、ったυ 立物亡l;Z{丸 t下築:f:'，よ在:!;~を賃貸したんと二ろが、賃仙
人 l土、定1海0)長~t~_~:h}:J北心発兄! ，/. てこ℃ 日情人l土、力ウシンノレσ〉高王寺二重

!えに対Lて、込矢沢、千:'A告に?オ¥)1.1'て、!;t私的Jfx庇自体;、問詐る賠償を請求しん

{半rj決]請求~_gn:"

吋九Iurthvr B;nil1叫θdlJC 11991; 1 :¥仁 398U_>::i-bjIV (2! 'J"'b:~で:f:~ C' 街中:こ中

二日社S8(仁 33:>)2にI3 |日l
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為云ではなく、史約に訴えてω抗去を模索ずるようになったが、 ぷ 1M〆"μn~

[199{ 1 孔 ι8~):!(Jは、はどめマ、それを認めるに主/ノたυ ←d なわち、約束持の

契約述反に基ついと乏約~がみ 主の引lうたについて常償4日ぷしんのbコドし

て、貴f仏院は忠告の計jえを認谷Lt-のである

物品逆送の分担?にJついては、三五 :~I-f-I 、主主法人(/)梨約違反により物品が滅失ま

たは損傷したことにツしとど i配当事主主"の主ヲヂ c'ある'/c_jごはなくお二軒 cあ

るロキが賠ほ請求するシいつえ沿中が多発しょ， じかし、建築請負えは択な f)、

物~Tìl運送の分 :~J' ': :~ J:，いては、当初かえ、第 討の制官この問題はう~*~法(n問題と

して1ウ霞つi?られ、過矢小法行為1云に長づし江叶!JjL経済損失的活情を認めるか

什7)グ)問題と 1/-C取りJjl与主追った J日、;t作はまったくなかったl

若者 O:nhcraLlJ)は、鉱山 l して つぎのよ与に、、 λJ 建築清氏l院すゐ

判持法をみると、純料辛{\~R-損失については、不法f 為法ぞうま〈いかなか 3 た

か句、いちかば七か c契約;こ訴えているようにみえる n しかし、物品比五】こ~*;

4る吋例法をあわせてみ令と、そのh古};li't二けゐ試みはむ!九、認i{iJl去JJjiC')モ

つ斗来の柔軟己の互発見であれ そのiJ、坦乃折レい分野への適市を色、1I十もするも

のであ

実とに:;決を担切づると、つぎのこおりじあるん

{事実I71'物町r集号7刀、カウンンルに対)〆、 i'fi:);(::条例にぷコい1、むr誌の革政
0)i:N'f~1' 寺刊日正する ι う申"占 Lλ カウンシ)1--':よ、白己の般民に7自イ1告がしなかっ

J". J"め、民間の有'i'ft行者に干J附を{衣頭Lfc官均三三f:ii:段、建染者は建物を."じjc]J

した口ごころが、購入省 i二、建物の長礎に市庇を琵}!.U:"，それは、民 I~JC'j有

:i:i格 t? の過誤ある ~I; 凶i に求|吋があ η たごそこで、満人苦 J士、カウン y ルレワ以務

違Lえに)':":て、過失不法lJ為 hごみづν"C、犯約山政批 i刊、に閉する同償を E百点
L Iho 

[半 115.対話A、県l.;~J

St .Murtin." Fro伊rlJCt:Jj!Oycμum Lld .)¥r Ro!げ 1M! が1!CLld 11 S9/1j 1 .i¥ι85 (後
帰TI ¥ 6ノ!?詳A干し有平;こ1γ大こ I"IJ決な説明寸ると、つどのとおりであるん
[事実]建築契約締結校、出主エ;よ第 さに契約手ぷ波!とr 注物元成没、

建物にj-~};，I止が発見 121 した そこで、請同人の児約違反に立つ'.¥ ~C汁 λ言が ::{j

朽の被"--'t:損失;ハき141伎を三百ぷL/:: 

[宇IJ決]】詰求訟下手c

2 不自21---22頁J

1""1 ~lìJ、 S8i;;. 品、 2日 2
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第 2節 契約による第三者の請求 (ThirdParty Claims in Contract)" 

つぎに、す伍 (Utlb(、ra1h) ニ、 じ"叶L:cts ~Ri;::;hts or Third E¥lrLics) J¥ct 19日日

ぱ:it0(，第 TIの注fli!口、 1999年;の射程をぬ~~-9 .¥) " 

と¥に、法律妥長会恨;i;嵩つつ刊号リ996イljJ1;土、 11μ山ωUf守引，JUο J、"
よλし

20'7γ4および }Iυ山Zιο訂r行οωcks 1凶丈qお1j ，iCら2引(，戸2には、 199日年J、ぴJ討程l土!k(まない

尚T明らかにずるのな十ドなん!工、卒、;}:I土、川 昔に治 次的立書(特定版f二}

を強制Ij"ーる権利をワえるものごあり、第 :知的義f6{担詩的役)

とを :IJ援にさせるもの.'('~;をし、から t巴ある

を7{111i，j-tるこ

手らに、苦計{じ口be'r;lt.h) ょ、第二Jイが長た争被った"1刈であるがt，~1 ，lrti川

[1的行 1A亡お勺ーも、 l~約イ 1'-;:去の射杵:ょ及:向、、、二三を明"かにすι お来の

民主 l第一7引のためにFるうさ約が裕治今さ1した、まとは、収約当ナ!?円(詰負人レ注

士者土日ぅ~U)w ijこすべぐの権利を設はするこ ζ を{'!，i〆こいた、と口、?刊iil戎す

令こともでごなくはない しかし、デイヴ rロッペ- 1，諸民:人)は住よ省げさ主}

1:;三~j-攻守 rることを欲 tるであろうことから t完F210也、f:子iι例ごは、己負契約

22 :t，，-吉村民Jj、十っ

23 ::"'a ¥V C01、¥:111只ぉ(1:;r{，:pflf'c 1¥0 242 (1996) 
川市制:ヱ:し

出 hwioyBr;oks L 1 d 1) '/n:fr似 CoLtd[:983J .1 ;¥C 520 ;'f-什同町{己¥-<，詳述岡

市事実エ千Jji+!:を;0t明すると、つぎのと己ρrある
{事実11: 文おが卜 l品子!人 lこ人トし工不法行為に長ついて欠締法築じっ失約~

R台債を詰4ょしたU

[判決1"古求 :-~t:l~
山下イツ {j、 i~J'け匂市昔のr-~わにする契約[己守山; BCD) に上る 契約

当下朽のザ尽に慕ついて、第 巧(工約束7ヰに対して、=日係Jσ)::~予定誕 1Jを詰>Rす

る停刊を獲?日よる n そ札(こ対Lて、 〉イブ法における~-~二者のための保護引を

悼う契約 fこよると、容i~(f~; な TfjJに草子九、c(~. ~ツ不出3J 為 û;のに|氾を|ロ|澄

γ る主~(な口自りをもっとノ)、 ft，____-: -~-は約-~ ~省:: )， J して、治一次的な-~務 L不法

行正当における伊右足務}機能的には阿すのものノを強制する権利を獲得するが、

第 二七的な義務を治制する持手Jを尖得L，:Jごい:，-tl七μh)っィ、古2R民c
199i] 苧被fiJ 書は、 199~ す法は、 にイツの法君主念であるの三者のための保誇効

主洋う契約受包含するものと七な ν こと弁明らが;ニヲる…本青山~"L~f~:f，

，引i)j国jネ21¥，

二日社S8(仁 :)31)2にII |ωl 
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におν、〈亨1約言実夜(l)禁;;j{~干意されていた j 、上j c:.O)構成[エ道;F干しなし ιのであるおη

害事2章 契約当事者による訴訟 (Actionby the Contractin冒Pa町)

日，は、彼自ら泊t恒常った担失レこついにのみ山従ずるここか;tされる、とし ιう

のがイギリス叫における 阪}よ日'1ごめるυ いゾ 4 がえれ (1、交正j苛が受約計(7)1t

わ f)\:~， Uj 者の椛 <1 t'H~， fX について阿保するこト，t-d下されrふとずれば、それは、

よ記原則l対す之例外 ζ1" うこシになるわそこで、苫7j' ':J，'nberath は、

のヲj外."，ゐるとこつの、移転さゼられたおうたの法理を与野寸る J

捨てi';-;'C)損失仁コドて合ポ)1Y:'によけ利点汗に三，11〆 t出d'司会話求とさるか

れをti乙するキ;1J留に至るl，'的の構成と LてJ土、っさのものがある。

lつは、''3士いグラウンド (n2，rro京 groUllC!)I J:::呼ばれる構成である}これ

こそが、本宮古:子心存止をt1il明しょ 7とするとニろの、手'U:云与せられたJCl"lcの

IUIJ!のことご;{'つる J もう， ")i.立、「去、 aグニノトノ J ド (brUeld山οl1:d:'J こ呼ばれ

る構成ある 配者のアブローチ[止、 -ZJ 般;LDlJ(.守'''9，"，例外の三要性行E

めるが、 1左右cTJ--rブロ チ l止、上正投;主員I1 人Jずる例外の必泣什を認めないn

というのは、市三者の長夫とし、坑れるかも J れないものは、 三約者のj~去と

[てずi情つけることが可能vにあるかιである

lムいグラウ〆ドはさら;、 I.K'-，、 J .IJ--，いグラ「ノン F IJ}い l~lrílöd! 

17礼、グヮ~/:/ :，.にうfかれるハ;tk¥.-勺広し:グラウシドた呼ばれる争障成によれば、

約束fずの契約;i.Qiえよ ν) 、':1.千j f;-が、たとえ tをから治三 r'~ 上 1) 常y主主わるとし

ども、ひ!ますは住九がJli先争被ることが、重l主な叫↑宇てあるれ f'j)j、I::t:し、 l

u;ぃグラウン!.">: ::'f、，nιふ給月比には、この上うなH11:約はな v、 1" r): ¥.. ¥ ，J rf:ぃゲ
ノウ/ド[土 l屑行利主主アアロー ヂj とも呼;ば工れるが、てつ7主Oの、ようなものであ之

~:o1:*0"i;;' は、 円らノバて一イウラ>1しJ たここ/ウコ{のワもグの)-:'やト手に入jれiら÷あ1な7刀J、つfた二ならlばv ぬ

向んが指訂正H:♀のZrj]計怖のfT計におしてを済的泊先幸被ってしなかっれ/う、

%さらに、 1主安楽界(二、トt'KCコ売主泊\1 世への深志を、 coll2~eral ¥'，'，1rrar:.ti目

的手j沿により宅 H~寸るごとを kf み、 1999ι;去の)G，;jjを排除する" c011のlcral 

wa:"rntICSについとは、 Dutv(rf CarρIkcd T参政(ワテと(絞41]孔r1， 2) "/: [)j;;:': 
:i1l，i () 

2りぷ古;日頁以下

l自11 ~lìJ、 S8i;;. 応、 2日。
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どう今に関係なく、実主{tr1jな明;主目立債を z白7言，.る権不'1を以符ずるべきでめるr

j吏し 'J および J.t V\J 古 d 土グソウンド l立、 -íli:問述 ~i- ，;只 (YCS int何 I1!ωsacta 

れ::~J河川fi2 :)Cl ¥¥目】 oibcrs; ないし I:;iIJ:大約 (collaicL:nJ flH止であ。から原

告の損戸一日目併を;r;)(鈎「てきでない).---;-;;:) i)、.::r;lt:関係ずるので、そ iしを最初;，:..~9L 

同すするーそのうえで、 ru2 ~ií I :，qk¥.， 11:、し ι グ 7 ウンド、~\ 3節 I:Cz:、t" 1ム
ホィー ヱ句、 /::. kλ ， -， '."クノノ〆、 l 庁に凶~ -j /:，' u 

第1節 無関連事項 (reslnter al108 acta) との関係，:)

柏市i'1、Jlf (('1))01っと日間t.iOIlprinciplω1 によれば、!中市は 1 らの相'J:::?=:秘主亡尚

治さオしなし この法J1E~立、つきのこつの HυJ、埋テ含む 1つは、「はじめ¥'--， 

のところ rも述へと、原告は第 計の損失に陪TるHi";伐をi'ili立する」エはでき

ないこするものである。 ιうiつl玉、 t;e')1 .二日(.I)u、日:]乙二万"'に羽わ之ものと

あるが、契約定;)[，または不法行為の結取として、忍;ーがか災「りによ'}生'.'吠態

になっごいなければ Ul]、はi~;Li ff i;-; lH、lw()n~' off ;inはnci;llけ、 J員苔[三世子震はせ

いぜいアl目的なものにととまるこするもの三あと戸すなわち、 74芦昨償額{土叫

夫と利得σ、全 tl: をノ二 L 引ス;~:~して許イ， 1，きれる?たとス(工、ある人が l以 t!?の当

初のお!jとふ経Jご椅i古するときは、うもの 2つ日の一役itWJによれば、照ii1;ょ当初J

の損失を;口i復宇1.)ことが「きなくなる 亡れにもかかわら仁原告が斗初の掛

失を凶慢するときは、そのある人がっ約九J益 l土、 tn~刊-~r昔訟を出 ìtltjιi単には、

苦慮されなかったとパうことをlJ:味寸る U 干のとき、そのある人からの刊誌は、

t間i也事攻、まやは、 Ii'J:究的」刊ふとみなされるのミある?~

山，~-:，f号)0頁ιIF， 
3 玄l!F.3G，，-3Î_~- ~ 

h三二 /β3rη1μfムωぢh ~引f口巴"μ1れg叩g110引lfωsc nルF町一tか7ηItaν1刀IC{. .¥1符附:μril弘Z引(!μ印uげrη11ロZどしつ Ud 1γηld吋 grr町fρnμt幻山;η1，1!~tμcctrl! 

p恥ατυn-(;引、山Sμ(λ川山川./LωJ川 Jηω1

関Tωiリj デイング ケ ノλ、でt品LちコイるJ 

{事実]伎ト~-/j'i"f~)，庇あるタ ピコを杭;j;@"~!'"ーが、原工は、しばらくの l~lそ札

を使LlJLた段、ぞれと引なる司，rのターピ/，こ父換1たn 靖)，'j、何者ふりも没者

のほうが効τ? がよいと判明した)被~-1J~恰のター γンに烈抗がなノ、それが契

約 c.:" おりのものであり/::~: Lても、日支(llが白f，'[で仰の則。〉ターと〆に交択!ずる

ほうが金法的いは好計呆となり F示、}いうわけである μ

二日社S8(仁 :l:;J)2~09 |山l
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んで、 1字転させ Jれた机うたの迂i弔 これはつまり伏L グラウンドと|サヒ

も(})である υ を認めると、 ト百L;1 つ 1 1 の下fi:~U 珂の例外を認めることにな

今治人 l_'. ~;è 之つ日の卜1l.'-.lた理(jj例外を認める kことにはならない.~なわち、 5j~

いグラ 7:;" ]...."によみ円、ぷ告 Fあふ受キトjT:-iJ戸乙の損たで{之なく第 守の損丈

lこっ"'て時三慎を日J迂できるからでめるー他ノJで、広， ，グラウ J ド 夜行刊誌

アゾC--fとも呼ばれる ふ l記め ζ む、卜言i~ 1つ|→の下fu:i1日の1JI]引を認

めるこ τにはなんな、寸人 lπ[:2ゥ汀 0);..付沃埋の例外を認めるこにになるo

f合わち、広いクヲ)::-ドによると、 );1，主でまるそ利ずはi己の斜史lついて

賠法を山尚'('z:;るから?あるυ そし亡、 I，，，t. ::つはの i'-i1;:去迎。〉例外と)J.， ~， ，グ

フウシドとの問fねャついて、広いグブ 'Jンlぐの卦I;--，J}ノJ土、 J玄Lイャワ '7ン;のij

3〆.Ijは却問遂事政または「副次的」利益は陪悩接持、ら引き脅されなし!とすノコ法

照をl絞りこl守に有名なもの炉 Lて復興さそ-[!，，)ことにつながると土張 t;，;:; 33 そこ

で、昔前 :LTnl)(:ra~h: は、百字:詩情 N1:土、 J5失と十IJ1寺山全長5を示しり|主計日

l て♂価されるとする ~J~:~(?:-t ~:J と、その例外のEi〆大的禾:12:.ょの法理の刻程を考察

L亡、 1ムv、グラ "1:/ドの十'JR¥'こJどで してJ孔 C 万二うに jぇ~-i;r9 之

(1)不法行為事例 (Tortむases):-)j 

著者 :r山円引は、不法1~l.t~-例にみしすれと伝次以J'H誌の口、理を除討し、

[判決]Viscοl!1l'， Hald<lflc土、ね安心由選:二i斗寸る以、の注目をjJらげてた

すなわち、円らゆ守るへくとッた!早告げ)1c 'l'~が、合河内か出屯な人iJI ピジネ

スiこおける通常の1了為にむしミて巧1;;;にとったであ，-)う I了動であコたならば、か

っ、:j:r完 そう行男Jr9 るよろ Kf~~:J\千円 h 亡し λ か否かにさかわら「、そう行

動した場合、性事まと(立件ZL人!士、すべての事情をみだろえで、それに上り棋

士賠償慨を減相する:とができる。結川、原E;'r))金銭的ななf結果、 dなお i二。
弱lしいタ トイ〉によるi:;c-~~~õ i土、考暗に人れら丸てe71主主主された U
[検討]注意すべき;三、契約退反JJI;'にJられた、打1尖引けーまん(立i;;I{らす一
行設 i立菩の対象':"る事例 (土、平U、引のせ、ll'"外ぞある 1い行占である 2 

いうのは、ィ、法員IH土、契約j主/又があったためにとりれたわ助をH扱こするかり

ごあるい本書39--;;(i-f:':L 

口五胃:i'(t=i日

叶本吾川只以十

l自I1 ~lìJ、 S8 i;;'.'>，;l4，:::日開
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これらの刊剖Jがね央のi次点ーをE、イ鮮ずる#え); rJ~\" ，ゲブウンド を剤三三

l， -C ¥.，冶るも{乃としと依扱Lされるべ主じはな U、と UJdる

事段がなければミ:け収るニとはなかっ l:~ <:~i&自りた ;'ij1~が，'E':_;1 i-~，~ nじれば、そ
の手rJきl社員苦手賠償鈎の許fJt おいて考慮さ紅、!忠告の誌ぷ{之減額さ紅るのがば

出であるc しかし、いくつかのj長台には、その午'r;j与が無視され k減閉さオしるこ

とはないJ たとス(ょ、宏、:j，'.:二 • .J:る吋慢のj:f-~;二、保険金支払い、海害年金 -\-'1日 lHt

J下企は、釘賠償});J，~~ヨにはつながらないが、伺い休暇'i'r当(，:-;ick1川}は
つ在がるι あるいは、社会深品治i1-寸や、父7重?上古文被d再ずの匝反佐康保険の沼<;1祭

賞泊は、 ;:i，::玄にJつ亡加古語力，，:)ll!り戻される。 これらの l:rJfjeo)却m :，}(，-;~，:;!: 

山政台記 1:'11するものであり、ある」斗工、 -:~?I墳の役者行コ不 i'，L::J'?九はじJtjI昨夜考信

ずる、 工り)こい犯7Elご根差すものである。 すなわ ι 、 ~-1~1;:~よ、社会保|帯主主Í'l、民

均深院給付の場合、被存者は第 計である保険ず!や出から早速の救泌を保証さ

れ、代わりに市三者ば枇;有者ク)陪出に対する快打モピ)!i.叫すると t，';) IFk最[ん;坪山

があるれあるいは、第一首:.，-1豆，~首を援助する 1 王 H主義j専のない場合 1- ，土、被古

昔の賠償にiYtる弘前jを活 者心主主訟己ゃるのは現実的ではなく、ぞれ上川止、

批声おか口氏慌の日復に出功した岐には、第 -fi-:正被斉おかり取り l犬すよことがで

えるとした(まう治まよ， " 

このような政策f;ZJ珪[↑1':;")どれもう¥/ド」が取 d抜品、第一首:/).j見失の車問i

」包/百されるものではない }f 'c 、 1主設なとの主問 \.~<U いては、士有 者(二損失

を被勺ザーおらず、む J ろ j乏が0:0 のtCi宅島を拍「員"るための u-~ 械である c 他心で、

お三 t~-(/)j員 1:(1)"fr例に.l:i'，-'-C Iよ、怒茶話f'l契拾における江主将つ計) (よ;;'1

~-) 0)什l'介話 ;illlCfn:ccliar}')こ ν 「行動するだけで、主約t::.はど1

7ミを奴':ておら仁需 ffこZ がj民ヲミをUfJてv、るこのように、このヌつは

有省

士ったく異なる事例であり、同誌で展開された政府庁」日illdJを役{j-ク〉争何JJこ湾出

ーすること{ょ edなし~

(2 )物品の売買 (Saleof Goods) 'JC 

S:l~t' of C川れへct1~，{， 0 I物iiriJえ買は、1B/9年;~)l 条によれば、物 IWI(!) 引波 l 〆

がな v、主主吉久 (lloo-(ldi¥'c了、 l の通常のJM'~括協の宵定基市 i土、約7E 加十告 t 、ロ

づ" /伝言4:i-!i以下J

二日社S8(仁 :)33) 2~07 |はl



叶究ノ ト

三位への ~I渡しが予定された時点における市場価格との差額である。頁ギが市場

価持よりも口いまたは安い価栴で恥、.. /(，契約を結んでいたJ品合、 i童市の客観的な

tn:!J賠憤のJr定基準が採肘されるべきか、それとも、実際の転売を主!芭1るキ
観的な損害賠償の算定基準が採用きれるべきか、は議論の多い難問である A

物品。)~lidしが巡れた場台(laLcdclivcr)"')の通常のtn古賠償の休定基準は、
物品の代替物の市I易があるときには、 Dヱへの引渡しが下山された時白におけ

る市場付惜と、ロ主へのづ|渡しが実現した時点における市場irtti格との差額であ

る。買主への引渡しが遅れたが、買主は現実の引渡しの時点での巾場価格より

も尚いまたはkい例格で転売契約を結んでいた場作、実際の転売伽倍を主憲す

べきごはないのか{

品質の暇抗 (dcfccli、cqualil)')についての照会賠償に関する物品売買法19i9
年53条によれば、担保責任 hvat.ranty) 違以に基づく損害~i!i1世の算定基準 l土、

口よへの日|波しの時点における物品の何倍と、担保責任を完全に照行していた

ならば、物lTIがもっていたであろう価値との差額である。買主が市場価格より

も商いまたは安い制十件で転売契約を結んでいた場合、実際的転売制栴を考噴ず

べきではないのかp

伝統的な賠償U、迎によれば、履行に対する金銭的な評価は注意深〈精干与され

なければならないが、有力以によると 反論も多いが 、代将物が転売さ

れる場合には、転j~契約は畑、関連事J頁であり賠償績は増減徹されない。干ljtylJの

態度はうi}/J三れているつこの問地に主与えるためには、目的物が代科物か特疋物か、

あるいは、フミ務的には煩害額の証明の難易を考えなければならないっ

さて、広いグラウンドは、上μ己の転売契約的事例は前~:1i の七日失の事例J と顎

似しており、前者の判例は広いグラウンドを支持「るものと Lて依拠きれうる

と主張する。すなわち、売買契約との関係では、転売契約は偶然に発I1した事

頃として耐侃すべきであるように、約束者と受約者の聞の契約との関係ごは、

受約者から第三者への当該契約の目的物の移転は偶然に発I1した事項として処

侃「べきである}

しかし、昔者 (Unbcrnlh) は、 1 ，eの転売契約の事例は約三者の指先の事
例と類似しておhず、前者の周111づけを後粁の状況に適用することは Fきない

と羊娠する。まず、転売事例では、とくに代替物にヮき、実際の転売{州各を1li¥

関辿事項として軒悦「ると立論するのに士n、第-':(;の損失の事{刊のうち、と
くに建築事例では、建築物という特定物が問題となる点で呉なる。さらにいえ

[6riJ ltiJと58(;;-332)2506
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ば、転売平イ刊でl士、売守二による契約注反グ〉活?;としてH宇にm宍がJ 己、その
口iの指:にについとの討!.::=;方誌が問題となぺているの¥:::-:rす'-， ;:(，三fのj"j、の

事例ミ:止、約l↓L主による契約二E反よりも↑れに、その契約の口的物をιヨ:約省がft，

甘い議慢しj-;1"予約;一、その提出~.L品以の針果 F し L一号*，苛でなく第 ずfr， ，j員丈
がI[じ、ぞの抗 Bωtí'失;こっし、て J量約 Hが~-~績を 1百犬できる少カザl \j ~iーとなっ

ごいる点ご宍なる t

(3 )建築事例 (ConstructionCases) 31 

取J乙ある不完1:なJ十でに関する組害対i許税の:ilt'，:f;のE7何方iti士、 f斗31;王たは

怜庄の費用、すなわち、回復費用 (c川Lり[(:llC/ による。たレえ;f、建築請

負イkl約 bこおいて、諾主主人から限庇あるホ尽を引き;まさh/:i主主計が、 f主に、第

三者 lこ T弓 ;)j~. な~ものと〆 c (/)↑'ljMí-~'-c;' 当該宗棋を誌はしたこ寸る n 丈r;が~Hfí.

人をJいたとき、そのJ以4て賠償[土減額されるかという il::-'':'争われる、 flj判によ

れ川、 i諸民人u土、注文音〉市 音の取 i)i)~めに f史}[1;>;るこ介は引され F、その

利f止のある烹買』こ i主;係なく、さつに、どちら力、必「唱する義務を民ってv、fこかに

関係なしトp~O)黄山慌を賠償すべ主である ο

ち1 著主 (Uム:br:r"tUは ~.~L.C) 事例刀\;，tf:関辿事項法理守処理灯、る川は

よいが、清一者のJ員大の字削も再三関連'jci玄u、辺で処理されーよいか、正いう向い

をムL て 2~， 二れが声えきれれば、治 省のね央円卓引においても、世ttJ.l主半唄ア

n7ーテ、←Jなわち 関わ利従アブローチをとるべきじあるという干とになる J

し刀 υ、寺当日'nbCl川hi (土、 μ己的事例と守う 当ン).f1'人門事例は、完な

るナト汚のも〉での紛争であるしす;;， E':Teiニおv、7は、お色契約迄Ji、後l、注
丈 Ji が2f)~15-(二建築物を岩山なきものと J (-U、 ~::î格で該渡したりに土-、後 i;

においては、話j'! 宅:!.*~港以前に、む主11がお三'I'f'に日ト:築物を誌fìi守したし 契約返

{互の昨 l で、 l'主におvミては、原 111である γ干支者がち十l であゐ請負人との間の

事!利上の:，ú';:~Jt I 巾な天]訴を有してL たの;女~- !.... ，1:走者 tこ石いとは、右 Lていなかっ

た〕そこゼ、ぶ者におUては、契 ~:JJ津反にノi じた l京!の相jt をそ(7)lf:安か

ら主し引くベキどはなvミと -4--"S 1羽:問 7日 îlj:;;iU~o)泊ìhが計当れふじ)に対し 没

者 ;，~j:)いては、治 省のje'人会党約昔が回復することが Vえきるどする符むさ -I}.

日本吾~;)_H j:J. j' 

二日社S8(仁 :nJ 2~OS IJiGj 
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られた訂宍の法組のi直樹古、πTされる。

(4 )物品の運送 (Carriageof Goods) 37 

無関連事7百論法{立、リキ折、物品選l古事例l法上Hさ札てきた訂。 ν かし、竹ι
( Ullbcr川}、ょ、これらの判例によ F て続jJ利川用誌が支払三れ令わけでは

なし、 γ する

44〆:(;:~J{首1; それ 11 休;立、 ~;X; ヘ l 対する実質的な持、再出慣の~~+~を某礎づけゐ

こ!)j~なものとはさμていをいハそれとは逆に、{云統的に、司、 1::，'0)詩求を長政づ

けるためには、 IRF7がfH:たや被つなこ i正明しな l 了 jLiよならなか-~;tこに、 i広戸子力、iW
't，':}K 伎りとと ~'II:I明するため \'-.1立、被告の認約「主反(f) i時点で広告カロ的物0;所合併

を有していたことを己明〕ノシければ在らとcか JとれそLて、/;'fIでは、う~~~r0:i皐止

の時点で市:1訟を子1問L.T'.たのは詑かが、 m失を有，;(，たのは誌かをYたすると v わ
れている…つまり、契約違反-;-:':1'!，U体が実子守的な出';1:;賠伎の請求を基礎つけるの

ではなく、突約違 1えから牛じ之金~1t0-~な結呆 それは2くに危漁の負担に上れ

日Jたされる -----------:lj't~青じ主催の請求を恭詩つけるのである c し刊明、えると、裁、河

川l立。 設が;員去を被;，)、その]売不当が必要なしつ寺」一一最終II'Jcd'員害強1";金σ、が民主

Jご行いて、契約迂反の令氏灼な結来をさ直!こ人iL、判断[ているのであるリ

これも牧品返送分野における併関連出]耳論口、の限界を不IJ2~-'tーるものである

(5 )まとめ

昔1i(t'nb肝川h) i土、ぷ十の上うに判1，(吋をf5[討 J f示前果、つぎのよっ i ま

とめている。

裁干いは、亨:*;)~m)入がよう生 L る金銭的なも"宗主 n~ ，t;:i突く計算 1，(Iより 裂利

不履行それ向↑与が実情日むな Jfft~~衡の請求;;:;?'1ぷヰ IE"i jとすると汁示するわ Ltで

はなし したがって、以ょの判例;土、 tu¥rn法JWに:l:J宇る!っ司の例外法1甲を根

拠とするものと理解寸べきであ"、屑rT刊誌ア/口」チ(j)_1にう阜殺をおくもの

と珂町いすへきとはな，' 

/;":}}:il同以下、

S Thρ ltI!azdり 1977:AC 774弓 824(絞W'!IJ 1:，1) 1，キ.Iiih!Ji)リ

l自7J ~lìJ、 S8i;;' .'>，;lOl:::日I)~
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タ!i*J_;__ ~反絞じり lr~oIが公約Jiの伊償問をj域統さなるような字削における論法

を、き(:*i0i~μ 引に Jよ受約折は 111J (j) 金3主的利従も有していなかったすf例に泡m~!

合的は同住である()tlIJ省の事例においては、主治省の治 話とのi川内取引が、

政弘均:ffjiK-iによ :'1 究院尽ゴ~-J:Uしさ 1して折、視されヰニ h があふ、しかし、絞干fの

弓キヲiにおv、てl土、主的釘内第一誌とのIUJりは引は';1，起される必弘治，*];)， ~:~\J 

述乍議 ζ ，れる政策1'1')昨111との:古持{ワ問述性はごと"'川

第2節 1狭，'J広いグラウンド (The'Narrow' Broad告round)jつ

くりヵえじになるが、 l炊いグフウ J ド」によれば、受Yl1Y:' ~土 '1 己グH'~ 央む

はな〈白者のjë うじにつ L 、て陪 ~t~去を請求すゐとなゐところを、 ι」、ゲラウ/

FI¥よれば、受約ずはl'lcグ】損失につ 1" て舵償を詰 Jd-ると在る。そして、「狭

いJJムいゲヮウ/トによれば、たとえ後むらで三者から償;売されるこに亡も、ヌ

，f;'J~- は契約迂反の私民と l て回復r?JII 主白ギすゐここ仁とり出失チ夜 J たとの

要仕])3::土ノてされなけ~~(，どなりないu さらに、「広い~ 1/へいグラノシ Vによれば、

f!~ が当初から fd失こ:fIJi-fi. crパ、倖心〉美しiJ:きろl算で伝説i寸な桜失をほつどいない

かどうか、あるいは、彼カ神主宰ぴ)梨初じを修士i'l~，る貨，~今負強したかどうかに明

係なく、交約省lよ実質的なt>i:c賠償令旧f支する梓IIIがある

'1丸い);、いグラワン;は、つきのよう Lこしう 喫約不服行1けで桜'6=8_:&(立

を止当化でさるわけでは争〈 恕約小履11ととも l二J11の平実iJ;'Jプ令伊演を止

当化するの fもある L それはつまり、受存:;Hが必要な 'nf;:~早のために費Ji かれ担し

←r'土入
、一切 J ‘ または、それを意l叫Lていた ;itl:x:di、とい行事実である「三2~~j-~

が惇却代弁 U う日首償金を作tおいて、修知ち Lでおら f、それを jーるつもリち

な¥、開償ゴごも;jz-J37引き認さずに白 1;)ク)快?人れたこすれば、それは、賛

10いきない結果である{

そこでつぶ、+キ者 ¥T;n:wr:-..1h) 止、「代 ι、いゲラウ〆!とj史いグラ γケ

ンドを必殺する}

H-:Cす ¥dC;!:， ;狭1川広いグラウンドのいうところの、修理の実1止または

苦心常寺内第 .{iへのワIi忠 1，J)出 関¥i ;-，t(-'l1t.i川1ノ!J:、狭いグワウンドのいうとこ

3りノ、 ;:~}:;l同

'lO ，，:延長~56n、以十

二日社S8(仁 :l:?D)2~O:l 1621 
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ろα〉、，1約与が凶読された伝銭をお 省に返云iJ~d- る義務 ~oblir;aüGn V] 3C('(lUnt 

lこ近づく L，じある つまり、，lit '.ミ」広いグvウンドとlit'.ミグソウンドiよ、叱

:iffi(l) t~1設え子1 するのである。

ぷ『局、「きうそしミj 口、いグラ 1'7ンドも、 3たいグラウンドも、「プラソク・ホ ルl

を J監ける lj 法を求める点で、*める結取を円こくする、呼なる追うた g，~ トι

いうこと Jなる Iアラソケ・ 4 ール フノアピリアノー・ 4ャ yゾとも

いう。 tl土、受約者には明夫はないが政治があり、心 者(ほおベはある

が救治はない、とい与ことごある

i血丸、技， ，グフウ J ドと。「挟1川 1ムL，グフウ/ドは、戸:ノ仕る，1)もあり、そ

れが後 ii:;， C)~-)\;.Ò，ともある ヲなわh 、散布行考慮，;--!~ 'tti牛よりも、{全討のそれ

はあまり培1行なも(})ごはなし、() t-iIJ ~蓄にお C ，ては 公約者とお う首の町の~'(づい

つ 1" て、それを軒湾:~J~苧JBまたは副次IWiJ荒 >Lて布二視「とのごはなく、それ

を考埠に入札る、ことが誌ι重要な山県cあるこその取引のヰ〆は、受約者のノt

プフ J) I:' ，~第一省が4-Þi !;1二か 1度ったのかどうか ;~:'dとすゐ刀らである i也Jj、彼省;土:

れを tr司「ノ、 あるしは、受約者1J~修理をだ涜 7るべく rrg 悩金を便うつも :1 が

ない 院おが却すゐ Z~1l/t;荷たされなし I 場合、{えず7の r:j央1.'.J ;)、いグラ

ウ J ドはJi4Filのいぐ鮮容を沿意していないところにも、その要件の暖Rまきがみ

てとれる ミムには、1!iJ起が担fたの判費を主主ー苔の以!jミ〈ニ認めて羽らかに[、

受約者の清 音へのR計当金を返還「べき疋務 長己Rfiil;iに対宇。そそ約者の惟市!

とお 認の~ttじり持事jの関係十および、 重的責i工を週切に論じゐのにノリし、

絞i守はゴ員:にの性質を校味なまま L寸るだけである

神話 w市craLhi は、 jたいグよラワンドも、 l抗、 広いゲラシ内〆ドも、求
める桁果を同tくすみ、中なる述 J丈ル トであるが、要刊の白ゲ問答な巨手

がSさましいと結帝づけるこ

議3節 「広いJ広いずラウンド (The'8road' 8road Ground)ハ

;-L仏、 1:1、u、グラウノドは、あらゆる間関を 1りの 1---たえな法理l.bigpr山

;ple) 、すなわち、~，~()におけるわ互 1，利掃や'~~~烹 a べえであるとする i'，LJ1 に

よって解決しようとする)

7 ォ二吾:J;}_Hj:J.l' 

l S~J .I ~lìJ、 S8i;;'T28 ，:::日の2
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;r!~ l.，'\J rJ:l'グラウ/ド L士、つ苫のようにし、うハ;rJ: ¥ 、J r!~ l.，. ¥クラウンド、

J]1j名 l 続行利引II~珂百 ÔJ ょ、/ギ lj ス i1、が婦たの;ff理念に{~ ~-~て出 l主に狭I'tな苔ス

)Jをとっていゐの。氾lえLょへこして登場Lたjいうむ認がある。契約述反の

金践し守な料果にft""r!::;をあ h.jふるべき Fはなく ま作、損失エ干lJ代の全作のたJ:

~j i甘灯台引を:長誌に v て11:、失を決める丈きではないυ これにの{云新E'Jな出護法

煎(二法っく計算方~J: :J:.J'~ζ 去られるべ主とある t 会ぜならば、計約トれま主f1;-cコ

版11'はそれ肉体で経凶的なイホ値があり、抗J;J，8悩どロ可であるからである

(京hic:-tis cap2.ble c f 只O~lll(J: n又 n ci e. n~ :，ges) .-，このよう~受約手?の会銭lμ'~ .~:掛

矢を越えた担守賠償!手、男IJ途の履行を実行するための費用に」つ仁三I宵される

ベキとある I [ C")パーゲンしたところのものふ得ることがご主なかコたとの事

JだがJS剥されるべきであ II 、すなわち、 ;3約i主反0)事実古体がJ布 :;~J さ才しるべき

(-6うる υ

l仏ぃ，ム l、クフウンドC')考え方lこ対LC 計-f;" (U111川 a~h) ~，:;::、 I 主計量

(CUJ印印日uoょj あるいは rj;(尖 UUSS，IJ という言ーオどをまつなく N~わないよ

うに fる 伝子町の4うにみえるし、「照行JJ員 r己 ~g前 i'p::;-]"。、コ!日 llC('

Cr)凹1忌を山内iこ;itして v るようにみえどとF之内ど p そして、 1)よし'J JムL、グラ

ウJ ドの考去っ守は、少なくとも現時よJでは、十5f;こ州J{のいくものではない二

とを論証:ょうとする つまり、阪行利益理論:ょ、 ξ の ~l.&qJが巧可在主主なため

その結果も定まつぐおら一戸、，，1)出していゐことを論証しょう .!--:_.tゐ そこ「、

治 tj-O)~荷E正を悩介 L ておくハ

(1)支配的要件としての合理性?(Reasonableness as a Controlling Factor?)μ 

伊，Rur11υrdい977; 1 ¥VLR 1つ62'[:こ続いて、 Ruxlevい990;Aじ3/1/1'1-::.二五"
C11ち_，L"lるわたtt:f平性，-7、トは、 {l"i三干干の損失のすれ例 とくにHγ主主予;J':J

に対しごも、思議日むな基捻事 ttfたしみるテぺ rであるとモ7Rする年二日見があ

る}これに対し亡、苦タ L'1l目r:lh) 手、上記りTト併は、:+-泌が異なゐ之、グ)仁志

あるとして反論する一

7ヲボ山G2!'U::十

刊 JワルケIIfοrdu T)" Fmh円 iiWC~;;J77J 1 ¥VT.R 1:262 

刊 h'lfX!CVVlectr:iI1ics ::md Co山 trwtiOHUd 1.' Foysyth ムi例 Ji~C ~ìお

二日社S8(仁 :l:?1) 2~Ol l'のl



叶究ノ ト

まず、 RadliJYdの事案は、原11l所有の|地LjJを購入する際に、|叶じく原i11所

有の隣接地乙と分けるために、被告は原告に対し市の卜に肢を門ると約束Lた

が、それを履行しなかったというものである c OlivcJは、 tn:何者慌の針定基
準は、原告が乙のトに墜を門る費用であるべきで、相十見できるほどうレ績の、 E置

がないことによる乙的価{闘の減少分であるべきではないとした。 H判事J土、存
観的にみれば、原告の契約したサーピスが提供されても、原告に経泊的な好結

果をもたらすものではないことを認めながらも、そのパーゲシにおける原告の

利訴は、原告こそが判断ずべきであるとしたり

つぎに、 Ruxl仰の事業は、特定のiA:さのスイミシグ・ブ ルの建築が契約

されたが、ダイビングにはj且切であるが、約定の深さよりも浅いものが完成し

たというものである一特筆すべき事実は、ブールの作り直しには、かなりのコ

ストがかかると予想されごいたことである〉片山審は門築資刷(costof re 

bllilrling) の賠償を認めたが、貴族院は卜訴を認容し、請求績を快適さの12うた

についての';(，ばかりの (token)J額まで減じたの LordJaunce}は、取'ijI[あ

る仕事についての通常の煩害賠償の貨定恭準はもとどおりにする費用 (coslof 

reinstatement) であると認めつつ、 lW古賠償は証明された相失を賠償「るべく

制l先日生計されどおり、 j員失を絞った者に加慣の刑l採を提供するためのものでは

ないことから、相有賠償額が合理的なものむあるためには、被ったfH失と直J去

連劃動Jずるものでなければならない (υ1伝

1臼ob仕clir口11ホkc吋dd山1口rc町cll助l打y凶ol巾hc10吋叩ち S引刊IIお乱山L凶a山1口11犯cdl と?判判jリj示したぞ まとめると、 ダイピン

グには適切であるが、*'>)定的深さよりも浅いプールは、金銭的な価値が減らき

れたというわけではない。ところが控訴存は再築資周 (cosLof rcbuilclin只)の

賠償まで認めた j さすがに卜告審はそこまで認めるのは合珂性がないとして、

快適さの喪失によるればかりの額の陪f賞を認めた戸

(イウ ト記の学説はこうi0Tする NadtoTdおよび NHxlりとの共通凸、とは、注

丈者は彼自身にとって金銭的な何情となるところのものを請け負わせているわ

けごはないという内とある}

(ウ) しかし、若者 (UnbcraLh) にいわせれば、 Rad戸rdおよび Ruxlr:)'の状況

と第一今粁の損失の令官l とくに建築事{刊 の状出はまったく異なるものが

ある。つまり、 R叫んrdおよびR山 !et'においては、被告の摂約違反の結果、原

告に何らかの出史が生じたが、そのj"失は金銭的に評価できないものであった、

という状況にある。しかし、約三者のm矢の事例においては、約点者(被告)

]
 
I
 

η
t
 
[
 

ItiJと58(5-326)2日以)
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。)タi約j主反のJ寸行でl土、公約ιUf.i: との !Ix.引 l二おける経汚午j な引統治、;~'約

折から第三者へと干芸品、主せられていたために、づポ0;片ごはなくお三rにj"j、が

']じた、とい行↑j;;~ ~: :~~呉なる状況にある

(2 )履行の代わるもの (Subtitutesfor Performance) j i 

ノドJ8

若者げTnh('nlUl) i土、 芯;忘/:::うてJliで、 5走行純益アフ口一チC汁二否3JE

~J'射程を確定すべ〈、シ\に:主者宅'T~-f;'iU (，~ .13けるf主よ1円J入也f!l:をv，司する
伊7

つ三は、履行中j曲;7</口」手によって、市三者に斗じた結果的損夫につして'~利

nがtt償会同伝子えるか 長問;iet:!とする l 苦Jt;ょ Jd1J判昂アブローチによっ
ては、それは自J.:~J歪でt，品、と%i!;，命つける。

若者 il;nbe("t川 li、まに結果的出うこを「犯約の íûlJ位 (the 、 2111eo~'thε

C川 lr 斗叫ん;こ対声仁たスえご、p:-H(.こ i凶常に列なる子'J:~k~どれ与する 351米7グ〉

百倍とは、通常の治工出世u')4字'<E基準在幻話、てi:;!::返されるものごゃある >， μ 

"ー」

としi¥ J'c~~l契約 i.:J三して CiF. 0~物の怖イEであり、建物E主主主 :Y3 k:~ にお 1.-'ては建物

建築皆同であり、物l日連託契約 ì， ~J) ~， 、ては物l日連武12出である !也々、結県的

Jo，うたとは、契約のirllrfr内の喪去に加えて被る損矢7)、それであるいたとえば、市、叱

ある注却により注文吾が革 主に社して責任ぞ負っここにな r)、その頁f[によ

るJ員Fたよ乃賠慌を注丈者泊三詰民ノFリコナして請求する場合、その様うたは結果的なも

のである¥めるいは、返送l十.1i.":';"弘法lp?が滅失すれば、ての物rPに相当する初

尖はす117来u，なものごある側、

心な昔前頁以卜

.11';辺門(二、 Hadl(j' l'ι1ax('/I::"l::ue (1 ぉ~dì 9十xch:>J.Iに芯ける第フ法到に去される
照夫を烹峠するυ すなわら、結果的慣告は油常心，'1'，来-+t.o-)過科においては発']

せず、かり、そのH長慣が認めらあるためには、その党止の可能性につ弐特別の

認識が必21 されるコ「主米μ、辞りた_~ Ij I旧民会出 J

"建築の宍成のJ~}; c'Î( ーより ì:t 丈者が建築物をtJ-~:;)(，ーヰrJ市できなかっ!均台、

その逸失した手IJ~l?は結果的制宍わちる つまり、 J~j~延により'1:じた才色失は、結

県的抗告たの特別な矧六といえるご

4活苦巧によれば、苦持のを昧一ての杭長1'lf0桜ヲよ、 i-i"ヲfり l'H!lXe;lda!e U8'A) 9 

Rνh :1，11におけるま与 1i};只1Jのもとでのn去に吋んノ:J~のもあ 1;， L、民 2U，~1jの

もと Pの損失いご5九るものもあるリ

二日社S8(仁 :l:?:J) 2499 ]721 
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{イつ 主主 (UelbcrZtth; 土、;!、いグラウシドをvuめように:tlt判するつ広1、
ゲソウン"によれば、づギj，可iよ、 F21ιパーゲシいたと二ろ 0')ものを手に入れら

れなければ、それが賠償される 自らバーゲン υたがれボ人れられなかったも

の k は、 j穴 \J~1- ;-{l_ (;{、宇:ik'j¥，-:. itわふもの、提出Jの時iJlCitわゐもの、 jーな才}

ち、契約のイl可信で;11-]るが、長も!入く~.すれば、市 ιにとたj古来的ti勺失まで
を4β むも{つとなるし 'jiうし、告とぞ:J'.汁ずれの価le'jを担え、、市二??が被るカも

uしない高jJよ私的自火まで奇も ，，~:t置に入れて、金約者はハーうシ L てい?のであ

ろうか つまり、「思fおこは l第一官 vこ生じ介結果l汗tH)三を「概念J....J 受約1円

(こ'[じたV~夫と性持つ:ァることは、汗されるべきでは公し」

(3 )賠償法理 (TheCompensation Principle)竹

{?? 安約;主反lこ片づく.J:f:~胎慢の日 i巾は、契約が照子了されたならば l以件がお

拍れなじあ九つ :l0{~!_ と ["J 1:地{立仁原;11やおくことしある つま '1、契約注反¥，-

mづく損岩沼悦，t.::i'止、明約の履行に↑とれるものである。そして、突約の履行v号
ftわゐものとは、む保管制 (('OS~ of cure) ニ相当 tるl

二れや，いかえれば、つぎのごとくであるο 約束者が受約者:こ対Lてある結

県:())τ」可7主心疾j:q~すると f皮下巳ヲる fJT!::: 首がそれに失敗すれば、~l>rJe':ょ7jJ;j主ξ

の ~:b呆を珂J三宇;.:) ;T， めの -t~;百をよ}JJJれゐべき惟千IJをR支持「ゐ

これに対してl士、じ「f償法i型どいろ]Ji!t~: な :;J~定を fでさ己主ければな， ，ない〔すな

わち、受約者lよ拘らがfJU、)こさ広てノたjtた 1，-，;j、E七憤与オしるべ主権利を取得しなlミ

lいへ法理である。しJ 七子って、;2約伍が自らパーラシじたところのKl止を取

作できなか )j_ (l，...いうポ九は、損害nG検討の金銭的評叫におし吋、附 の科酌

されゐベえ事 l"(i ではなく、担安二利î-~-の iご f干の差目|台 l こぞ?)'，'よりと l ころとさ

れなけ才まならなし~

杵者 11!i:.h(-j九lh)U:、以 のiI、:~，~，二よれば、まわ 言。)jf'J:の事例におし γごl止、

交やj-1ヰ0':金銭的組丈;を被っと〉みとこどはできす、受約スグ〉イu-):)に苓 11が

金銭的担うとを被，'，たとみざるをえない、と結 ~{ìr-::J (， ;る J

{イlそ_'z，、 I広"ミ， :1，νグフフンドJ止、 会主宝ハむこ jf

ゐこ Jはできないと Lども、政支 それはつま:) 「事実!のやj益 i，;J: 'llcliL 

'1" オ二吾iCRj:J.l' 

17:lJ ~lìJ、 S8i;;-T24)2498
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1r'. [::(1) _~ (7)反 1 ，1 誌の i ヲミ{干r上の利旬、 ~bcncn~ in ~2.\-\) J グ〉喪失 を彼}たと

みること}よじ去る、と l仮する 1 股 1';'干IJ;~;手」三田 ;~ìは、契約追叫の主銭(:~f"f:'呆

イト-JJJ:':犯するとともに、 f史子ハーゲンし丈ここののものをi得られなか 1 たという

こkFけから、受!íi:J寺 ~J (，+.:司令均 (noti'Y1(¥パ j員丈を絞っt-1:みるニシができ

る、手て戸張する すなわち、相τ~~~慎 l主、主的釘 ν〉初央三利15り差 L 引きによ

り出主主されるべ矢ものけはなく IiJ、{i:L~_ (7H'IH;; J tJコ失火のノとわりとしし同iq

されるべきものなのである

{切 これに討しては、つぎのよう会以論がタる 今!.i4l:!埠Jx:':土下TVtこを引き起こ

9 であのろが、害~*:)違反それ日午が、 j" らかの奇味においてjëうた亡あるおけで

はなし」 νいかズふと、契約主!えそれ 11j刊止、1';~--i :';~な十肩書 ~-:\-il空会り だること

をiF当iとするだげで&)，iお

そこで、苦巧 (~;nbe:'3Jh ，'】辻、徒約i主以それ 11 休ではとぐ〈、その主銭:':-1*1今

県こ子が考慮されるべ与であるこ寸れば、 fj}三fi-u)H'1失の事例に記いては、約

京{í'との ]MJ ぴ)認fJ(-~ おいて 'jj':J 主うーその牛 1- ，ケ鋭的利主主存有してしなかった:

〉以下司されるべきではない♂結諸-:J(十る しかL、履行中l持理論は、このこ

とは持視されるべきであると主張するが、認品FJ1立反り~"喜\RS結束;をろ l 主干する土j

u、ば〆?、当に市i[j]制されたもの仁あるとの士干上:ニコ Lからぬ迫t土fのほかには↑可もl乃内

か} して"ない、と~苔 iょ反論する I ミらに、阪{了利益理論iよ、 ド忠誠を推し

進める片叶関連'l! j玄Li、 fÆ.;~--:)ながるシよ践するが、なザ賠防法理の例外ごある

金正 t;t~jJm品i良法岐を認めるのつ、を同ふかにし六、ない、と f， tf-( ;t :IJ ぴ 17:認するr

つまり、なぜt()!主計とづギj 討の閉め契約にJ3V>ζ J~l:利 jキがその中に金浅町';fIJt，ふ

イトギていくよかっ，<，^，ことう{:JJt~司述事]丘、として'Íill;十凡されるのか rr:明らかにはして

し、なし、、 し"〆"ーアネ土プノゾ ノ州、川'，-.)

(4 )損失の金銭的評価 (LossQuantification)市

若7ヰ (;~'nberにh) ':土、つぎの上う vこまてめてし"/0) 

決1 、グラウ〆ドの重要IJ:: 特技量こ[之、照合賠償 :-;:~í\二者のために回復されると

いう「である そ仁、 第てF に土.tt，ì~ :"~ f(，lJとが牛じた事例lにおい、は、そのiW

生の評f耐(手、止当常(})~民主賠償の算定基準を連用して容誌に計首が 01 笠であノコ ο

同志書7H=[以ト c

二日社S8(仁 :l:?3) 2497 1741 
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つまり、会総約百合 11聞を行る土鉱的m失と{土、たとえば[;Jl内支出河川ぱ CLlfC!
であるコ

他}j、:Lし、タラワンドのもとでは、主約ξ:立 I'iJt自身がfri人的(::禄っと 1n 

7ミをl口Ij立する そL~(、 j員丈之、反ti に:xc:す ζ 権利の 主;:";hú~ 1'1! {n ¥Pに()nI)1::l1仁

、ah:.c)J により定相:される。 ν かし、第一誌に羽実に初失が/ヤじた事司 J二Jヲ， ， 

C1立、その出火の評価:ょ‘とく L二郎新となるし

(5 )受約者の第三者への賠償金の引j渡義務、修理の意図、ニ重の回復

(Duty to Account， Intention to Cure and Dauble Recoveryゲ1

伊);で、 lXし!ケラウ/ド(，:よれば、支約者i土、山 者のた的に賠悦企を

芯められ、てし亡、き害 者のためにてれを信託ムして保持「る}

(イi 也17-:_¥1，ムいムいゲブフンドによれば、受約者 i土、叫白州が殺 1 た

す日央γっき坊f吉本占められるわそうすると、交約告の第一首¥の賠償たの引浪

花子炉心主されないiなコごもよさそうであるが、そろはし hわないハ古文らは、つ

手:ニ説明するような 1以刊を{τけ刀 11 えること k~'-_-::: 亡、そのような義続かfp' i) LU 

されたのと阿慌の状主と去るように qる つまり、受*~)苔が彼自弛のHH~の賠

告をI吉Jぇタるには、 ιれ請求が合理1'1ぞ1子、て ν なければならな 1ミはJ"，'3S()

Ilal山肘sstp~;t; 、そし仁、での合辺司:.1) I 北は そ約者がそ;了取っ任日'&1F::i:に

よ!)市曜とを修士主すゐ意じぎがあるかどうかであるへさらに絞和されて、 ::;;，:約昌か

7院出ヒを修時寸る費Jri;e : k: r'1j'; :.これ?口寸る{'要:ょなく、治情五母子ど/しな形にせよ話

話に.Hdi止をもやらすよう:さ三一れば lげである

{勢昔守 n;)i:'p，th) iJ、ここまで<1.) ;-.、 11.I口、 Jrf:ぃゲヲ "7ンドh kも

置した説明子可舵かは疑!iijであると付，，'る。こうして、広いグソ:-"ンド己

決いグフヴノ γグ)Jな泣いは Jト与くなり、慨念1:1;;iな4のにな Fたよう;こみえる U

三2めると、 I..!_;l.ミグラウン!のもとごは、;:約者は、形式的には彼自吋のJI1'l

に')¥， ，亡 ~i:'< 伎を詰ぷ L ている Jア、主!Q: I 町 (:~a需 71のために員"iftを詰>j(してい

るのアミノ1るつ i出j)、j士ν3グフウンにじ')'bとご(手、公判蓄は名実ともいおこ-ffが

被 Jだ当主について)1("償主 E百点 7ているのである

オ二吾i:3_Hj:).l' 

l7;;-' ~lìJ、 S8i;; 犯~)24出
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(日)家庭事例 (TheHomely Examples) <~ 

iYI 広いグラウント三、つぎのよ与 l いう p 隠f二利益())五三之江を認識ヲるこ

J は、担;i:~;)、に1'-.; '~')' ;':;;有名な問題であゐ家必予告!、存ノHtずれ例、当，(D矢|不日~l-jfWJ

において、 Jl:U!'二泊った解決への迭を問〈こと lなる。

ラメl定事例とは、プミ婦と寸iむ"九三持7)'所有する本のl手桜の日 1)詳え G夫が裂i"')

ずる γ"、つ事例である 寄付古事仰とは、ある人が同庁舎の怜{聖子照約する J

いう守ff刊ごある氷U主体町立守T例 -:-:-1土、家咲の与ちの 出がまJAhíH ， を .~li約しと

が、その契約のふ完全会履?により宗昔、全員が明いに帝，;[.¥:~たと"う事司であ

る。

(1') しかし、昔者 (lhbl日 Lhi は、 P(;，U!1ρ聞事例日と、家庭事例、寄付者

'1'倒、道fi主体院予[刊とでは、北川が異な心ど土張ずる Jーなわι、 PaHatown 
事測にf九、と l 士、~''1:*~);-A';;;第三者のために行動〆たが、家庭事例埠にお'"~.c I立、

Jうと約..，は{虫u身のため(.，-h主土した、 とし斗ろごとカしきる なぜならば、 うと約主
以彼自身アJミ市:者に贈り物をうえようと考えて行翫L/からである， 9なわ t、

1-'(;l1atowii串例Lおv てl止、 rH失は第一日:ニ正じたが、ヨミ駐車例写によ)l-'1...は、

Jo，てはさを約者にと主じた といいかえる F とがでえるってう寸ると、 Pai!'llriu，IJ 

事乍iにノししマ;土、j:J;二し Aクラ ，):/Fi:;~1当 l !iすくきであるが、京，1)1事例ご干に対 1 て

は、 1土いグラウン l、をi直J日するのはj且当でiまない、いっこレになる

したがって、不足事例、評汚話平例、不吹中ドl版ヰヰ例におLでl士、乏約者二品

が、き(:*:'0 0) 古TI イ:Ll~':}辻l主れなか/ノたという損失を社し〕たのであり、それ}よ、主

践的計7↑而を if~て金銭Hド:)-F、'!~と!. 回復習はといF~~ こ引汁ミオして 間慢さ

れるのであふ 1也万、 これらの1Hyljにおいても、第 手l生じ /-:}j果uCj"づ引

ついては、公約詑泊t恒常った担央三性格つ手げるーとはできな v から、受託J釘が出1

ロノ入品"νq~'Jト

日 AI/rl'l1JlrAiin/ip CοI1slrw" Ion Lld " P巾 w!rmn1Lld L2QOIJ 1λc ;)';) \1-長~g; fT 

(6) \-í\，日五一泊三三 l 事実と判決を;ノ~Þn-9L ると、勺去の おり?ある)仁

[事実1i和文字はおこ苫のために治二1:í-の断 ~-J チる :'_.:-ltの ;こ建物を捧い築す

る梨判や話長人と刊主jll〆た) ~-(物主).)X;校、 i~4却にね;Jltが先見ミれた そこで、

"占負人の契約違j交に基ついて注文語が治一芸的使っλzf1う;にっさ賠償ぞ】;H"-5j<、L
ナヲ

{半IJ決]請求~←Jっ

二日社S8(仁 :l:?J 2495 1761 
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f賞される'"とはなし~

そこく¥著巧 ¥1:口lw叫，]よ 家!活予例、寄{>;{i.-tト例、家I九件干'zt.伺jにお

け之}地 話に[， t:日付与~8!:.:mうたに問しては、見 省の 7~:めに1 る契約によって

ま〈治 Fべきであゐ1:i，，:j， する日 をこb土手1刊学に1'3いては、 PanarOUN'i -'fiト1刊(，::J.>

げるよう f 、交約おの代わり tこ ;;fL~15 に打失が，[じているのではなく、長引 i;

のJEi火に卯えどmニヂ;に損失が生じといるのεある J そう1ると、 ;りかえす

ことになるが、 F'llIwlυ州事例に討しては、吹いクラフ L ド奇当用すべきであ

るが、濠悔すf例芋に対しては、 j夫v、グ:;，~ノドを jti市よべきではなし

ことに/;;'るつ

~: ¥通

第 2吉日 第三者の損失の公然の回復 先例と法理 (Avowed丹ecoveryof 

Thlrd Party Loss : Precedents and P巾 ciples)話

:， 1 :f;'ι( Lnbcra~h: は、契約 (8\---.:i:，-(!)権利)法1999-:1だけでなく、
のための叫に書効を伴 P 安半jも念頭におく

ん

ペコ 子2

r;;; /"-詰日日間以「 そのE耳目1で著省iよ、第3章「トイツi去における第三者の損

失 (ThirdParty loss in German law) J ~r概況「るので桁介 Jておくい

JJ二者心〕て買うたの肘頴[之、 U山nμLμlωゐ以duαψωJ(川a叫凶Lωslいμμ刊f口山1υJ山F
f第:r;三?ずra子?の;揺買:失iた、JγuのJ乃〉出{情肯とi白古戸京ττ 3るが I天移:$'i!:， させられ7た二j損員;夫土た， (いLr山汁川1川}日~ (~θ肝刊γ円nれ吋jヘ、d }I)り:-;~ j -' 

と泣沢fすことが多い()L治かしJ 、 Lnltl:.;[crr2<l Jos:、l土、いまで(ニ、-'¥-'十、スリーデイ

ンゲな言Rであるレいえる J なザならlZ、 TJu Alinたm川 119え;jJqn 35() (~108(-) 
AC 78S~\ 佼掲百)1>'(J;j日:i:' (~お， ，て Rot，εrtGoH 料川市及、f"j'同 L当時)

が l口氏crrcd10:::s'を、約三者による不法F4に去らつく出接の訴訟と v て111解
したカムむある !か l、 j)ritts:.'I!ad川、liquùùd川ιl止、~;~凶手段の Jrl+:+1~-iよ~

t引一基ついて前一主的んめ>:庄の彼っ Pど1失りE士官4求めv 訴えることがてき

る1ての判例によ :'1生.'J1J:さtL/~U， frnであゐ υ 円き l 、当夜司f;~j:( 工イ、 V:fJ--it ，::..)t，ゴ

いて法律構成されるーともあるか、しかL、当法行l:f::は司、反行為に品づしミて第

三者がほれれった奈川哨;:]'[1，員うとの賠慢を本ふうご出lこ訴えるとを!リ帝にするも

の cはない

第 1章 制定法における計画的立欠銑 (ADelibsrtate Gap in the Code) 

/ギ')ス J、のように、ト/ツ民μ、典も、宇!約 O)_~仕対司(/)μ、叫を珂丈で上芝山 1〆、

また、債権当のィ11it止の原由j(J)oJ.i1na dcs GtaμhiJ[c，inl!'刊 SSCS! --~喜一品C')桜失

lTiJ ~lìJ、 S8i;;'T20)249全



43転さ_L'らiし/>:!:¥矢 r1 ) 

につし!との沼慌を判r.，Ý~') る !5i. 日 :J を町J:どで況だLてはV\ないが、三然のrJfTli~

J--_，0:-7、
三

証が詐える権利を右寸るのか D叫Is('had !'1 )slù/包j 山川μ い J ると、'~利 -M'が

応える捷利を有すること仁なる 契約のえ:ttJ"件。)詰到じよれば、第二21;ょ、宅

事省が日一省 U灯、めの1x~~(t効をイ i っ契約合締結 υない仮リ、契約から'[じる構

手 1; を取符ずふことはな~， ¥1)玉、 ! )yittsc ha dl'1iS!昨Hidati刊 lよる〉、第:ずfが訴え

る1事手'Jを併するわけではないので、契約の相人;j-'[''!:U)法湾;反ずるよこはない 1

却の絹央を回復-，もわか Dri!lsrh'ld吊s!同 2 川叫川に。ると、;~;;三苫の担もと

に〆 3いて l三 /(j~'が阿南する権利之有1 ることになる つ壬灯、 J)rittsthadl山li

'JH1川 u刊の概念[よ、 〉イッ件、における債格者のノリ公の原則 J 干')スiJ、に

おける損害lil¥1tt (c' ~， 1刊gts) 炉 (， ~:mト古川浩(仁川叩引日tory) である〉のjJt珂 p

1:'1自r::e!:J ~二]riJじ;i?:ゴ jj djfF日、とし、ろことになる。

ドイン民u、典IJ、1官言1権盃ず者fグの)示利!リl拾σの"涼阜E釦矧lリμlげすを:h胤1昆lノ氾三
4る}却規L心;定包ももたなしい斗や /つJま1}人、 ドイ ソ f氏~j伏と j九?性h'z去員ノ会~iは土、 明えで品規t〉定:主包 1しJ なνドAとい λ
F緊註l反比をど乙一る二レ( ぷノハ、 j裁ず午山干引判(リJ所トに:よ乙、 !日iJJに対宇る例外的柔軟なきJ!Hを奨励

しだいいえよう}

第 2章当事者の意図対客観的金法瞬(lntentionof the Parties versus 

Objective Principle of Law) 

トfソ判例法l土、当初、 的 itbch，uliI1s1iquidat叩 n，!)校胞をうさがj当事誌の台告

に .J，め C'~ たが 段j!J、それをl'えめたごド「ソ直jl;示内裁判町 l土、 j';.-5w-;;~で、つ

ぎのようにいう r:!寺)J:]な'11.叫においとだり、 l&i':J)引は外れ合計 'NLた、すな

わち、担約γ おける債権者と保殺されたよ l主まかもつ芸誌者の問 O)~'!=翌日な法的 l羽

係:よ勺て契判の禾]誌が第一T'ke$されたJ弱含であ打、その場合C.::土、 J、の間
前lとして、 i去に打 1-'-;が'[じ、 有?存訂にm古:ま/ 己ていないc_: 

よ)riU れ lwd川村ft中rùla!川1 が応用される中引と，~ .前常であれば、支約者がキ

iトJ造反から生じぷお失ぞ被るが、契約の目的牧のlrJi立が交約首から主主 ι¥ζ  

惨され f:'/-めに、山 首がjfi去を被っfZ売fTiこ限定されるべきである なお、

iJrIttscI1adolSlifJuidation (-i移むさ壮られと損失の苧J引にJZl，t!さ九るが、 い?付γW:'

mι1 Sf I1，J!，nci巾 Ui:!(土lul戎tr1失の事例L辺倒され乙c

ト fjl~(/)~ì~nJ円から、ツぎの 2 つの何t[1 がoかれる 抗 1I二、 ff5三??にitし不しI、

行為仁基つ Iぺ::!::;};:t以 ~t:]) 成立~lS' I書求する権利本 l高める刀引かは、 Drill

sc!ta!lηωliquuiαIt:市を認めるか否か介:."."rr関係である 市ソ;、裁判所l之、"'

Jiのためにそず:;-1子治、引慣をWII復するとわ到していゐニとから、第 J?のそ利
者;こjすする契約 !-n秋済を剤り Hそうと叫んで vもるのである たこえ;工、 'l.*~J

ポ;詰S8(仁 31:>)2493 1)'8] 
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円-t'~ (Lnbc:rai.h) (士、~\ 1部として、 W:;諭を終之、百j2ロJとして、契約知

坦ご乙に克何を決討するf:雫に入る υ 最初に、物AliJギ込契約を中心に村!討し、

続いて、寄託、 k'Jck的信託、ルr1:険を概在lし、-f，を伎に、新たな動さこしず‘建築

日、をサ:お jーふ

筆t1 ( 新守){立、ここまで、共釘(じ-'.I~2nil:) (7)_1守長を 11" ，二制デì'.~てきたが、

二こから、廷判例法(一次資料)を5]'析?ることに 1る そこと、新たに寸を

起こすにしよ行 ο

豆隠 イギリスj去の分析

( 1 )物品運送法

物171逆三法l土、吉武;:1:(/)行別法てャある"守r去、とも、契約と不法~h-7JC')注いを

超えωものである。 Fなわι、物品が以'kまt-，手県海L/:-:-さ、その所内音;止、
契約二毛皮にJえる」 ζかできる場合もあゐ L、不法行為 ì， :':'~åえる)こかできゐ

場合もある l九

l7'l さて、若音 (Un~)pr ，l~h! l土、 ますご、 iIJ3人に対 rる訴訟のわ式〆宍到

昔は訴える権千IJを治 者に訣校しなければならない、ある v、は、受約者以桔li~

fhを第 省に引きi度さなければ企ムない、などの義務を剣り!日そうと2巨人でlλ

る(7)で品るつ

第3章 漸増的アブローチ OncrementalApproach) 

lJ!'i!LchαdC1!:i liqμι山れ叫に I~I ずる法;二、制品円台J: 二奇達してきた 1 情宗主 (1) 手 iJ

誌の!以n:;に対する例外''';'、 i11伺]により、 D，凶tυlls守fけ}川山?削1伐sl叩 t臼山"川f

t緩量べや，カ :にこt却創甲判l'り)山 三才れLて 誌た ! 治か泊 1，、 /μJr門!t付ts釘ch山れ寸仰lsli吋叩ぜ引111山山il品μω)川"はよ 〈つ》さ Jのn'亨え

の~)、イ況疋:に:おl. 'てとくに発J注主してきえこ，C土け:以よいえよう つま lりj、 Dγ円dμl 

反叩l叩μωゆyμtd品j九I!ns山Lれ1(}卯μidationが認められどき丈一土な事例昨辻、需lに、買持ft珂グ)-'fi-1叶群、
，f; 2 に、交ぞ'j-t'~から 2お おへの危険の移転がある事問、前 3に、ある人が別ぴ〉

人の物u-iI1-尚治る勺問J-Cある

日仁hittron ContJ刀cts(29tll CC.. 20tH). par日 36--001

l7~J .1 ~lìJ、 S8i;;.'~lx)249Z
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を忘れ干する。でしごとくに欠共辺、元人をt({:)上げるよc

公J七連主ノ九という特別な l~L í~!_ から、勺与の 2 勺 (7)加計引導かれた、 l つは、公

共返送人;ニ l政治 L:U)設，':1治」と νて也 y土ずなわち l 二ごいjo) ト~~-"'i J により悦治責

任が認されιkいうこ(:~'-.-;ある υ もつ l つ;之、公 )1、直斗へい対すふ長住を 5及ず

るじ(土、 2ミ共巡z人lこj，j'jゐ亦百円というんAIこ訴えることができたということで

あるυ 二れは‘日ト百;方式グJlりとあ;') (a pa:"ticu:al' forr:l 0:" ac::ion;、一般訴γへの

lつであっl' (¥)山りf:h:川礼1:1lOllr- OHllls)- この訴訟 /jTLな~ ~ L .~ 万字問の机弔

が可能であ J たことによっ亡、ととバ:主i主人iこだする主任の実質[土日立献にされ、公

共選法人(こiでよる請求のr人一容l立与慮されJる必要がなが〉たー契約と小法行為のうf

l官に閉する問題が起ミた時七、くーの ;;h:;比は契約か不i.-H-J 為~-~ '71"組長 t~ l:-， レヘまが牛

じP ウ言、 この間連i土木弘}U~のままであ J た 組々 rヲJ，tf'の庄町でお、その訴訟

がイkl約か不法千~7t (-=.去、鋲され/0;i:， ":1;::が牛じたが、;;:守工のむ刊は分五ti乃oカ果に関
将、な\:~:じものであったし、公共よ豆、すす人じ )1制すから芋 l-i..!I "2-;iしたものであらたハ

{イ} つぎ仁、有省 (Cllh肝と11)) 土、公共逆送人に ふl ーする jf;:~í~ :，T ついて、原

告の訴える権千lJi:従っ λ:lO'，J'の観点か円、 Z の方式 v 号 ~fJ 係なく、そ乃4だ'c\ )!:棋

lすすゐ，9

D川 [ρ'}llJLllmherl Cl839 i ¥bc: & rミ GG3 ま τ;こは、よ1!:;~_人へのづ :;1立 J または {;ü

l~l証券の去占さは、市公人への)JI 波しと Lて慨がJヲるここ、 :;77}，::71t よ寸主主、-:~('J.:

人の危険で還送されるこレ、そ Lて、 iIj乏人への引はしまには桁:~~三券の長吾

3α〉障に、石~忠人は物rP に叫する府IJ_~まを安うこと、などの 股法見IJが建立した、

これに耳目λて運送人に対するヨトl去を不，)、1J!らの m/~ でこらえると、持JI?人は、

減 rたまには山信し~物品の所治話として返送人に刈して訴訟企起こ立、その物

lVの悩値わ1'11互が討さjし品、しいうこ kになりそうである じかし、尖日:の半リ

ヲーは、そう門戸棚ではなかったυ

そう半地ごはない判例を却がする，)x_ C2，要なことこ Lて、苦ブマ【[北cnu:，)

は、以十の 2つの目司王Eふj行揺する 1 -::Ji正、所守俸が'，OJ注入にあるのか 泊乏

人 tこあるのかとし 2 二問題である 運送ヘへのiJ lì.1!tしの 11~;i，こJYi有粧ァト.fTr.i-:Jると

仁7 ぷ昔前H以ト

日それも、 Ccm:ll[)n l. ~rw ~'ruceclll 同 Aιt : 9;:)ヲ コ E ン・戸手i完;土 19 :，;_~平"

u )，，1]宅じよコて消:えした戸

'/1 /;，;-2}州民以下 U

二日社S8(仁 :l11)249l |制l
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ずる売の 位法見IJの例外事例があったといλわげである{もう lつは、契約関

係が運送人と前送人の間にあるのか 護送人と {~iJ主人の間にあるのかと ν つ問

出である J送送ノi¥(，~ k;J-'"9るiJi，正けJJjJ 式と実官(立陀昧であったが、契約 ~-H';c)-t:

在こそが訴える抱宋]のま慌であるエ者えられご v汁ヲ1し1つわ打手あるそじ に

1苛 (é 祷だけが、打7-~-~績を凹得する存干IJク〉恭?訟であるこ与えられにいたわけで

はなく、またず!約問も?ろだけ詰人そ小ようにさrxーられ Lし-1'-;f-;(.了、も公か，，二υ

{ウ) か、て、辺約 I0)ぷ治三月子白枠O) RD~:. ある沿 ι的な同市、がJJ~::t 1ヒすると

いう事ftm:0宝生じたれつまり、;11 有権待払上十に、部、~fu ~正装上グ〉権利が I 封(r:;;こう叶

'::l'人に移されなう、った事問や、始1G百11ぷ i丹十罪判移転時レ二、}クi(:!年が荷，'1.三人、こ

7¥ってじまった'1¥.↑刈が中じた川

とくに l-iiJ昔の事例につき、皆吉 iJ:TllI川 ::dli は'Eましい到注点止して、

iJn111o，'J v r μmbcrtム.s:J9J ¥'lacl 8.' R r;f):_~ それに先立つ Joscρ11U f¥ωx UおI:3I

3仁川;)3204.)重要でめるとする。 モピ不げるので、それぞれ怜討する cなf号、

出ピす¥きは、こ:までは、性ヒf皇j芸人のうちとく¥，-公共通j主人の責任を議論

Lλサ人ニニザらは、 i毎ト;主送人の主j1を議論7るこぽになる、

{幻 Josephv Knox (1813) 3 Camp 320 

[事実1..jザi は、持;-H.<:二上り事 fl されと船宿証券に基v~) ~，パ n:- ドンからス

リ「ムまで止をi.¥口-;(;壬浩υなければならなかっわが、そのよう:しなか〈丈治介

にふ]する再手Ef':であ乙っその物品どはノてタ であり、出1ll土、 ず戸、ステルダムグ〕

只u出 uοr;;-:r:d :jl山 K刀 LコそY を''3:1.j取り、スリザ日グ)Levy Dγvirhにそれを引

き;止すことになってv 七 司:lf与 H~1j、によれば、その物品 l土、尽 ;1l により部、税み

され、ス"寸山;こし Jる Li:'YY[)ay;dsまJんはその譲受人に引き 1下まされみ r.:;t-cあ
i)、そのよ4笠l土、ロンドンにおいて支払われる、とあったc なお、 l京;'i-;'三、有従2 

iはzジ」そ子Uのコ刈r物みdJ品，が I いL
こオれしにメ対すし、 続"土、将m にやJの利益も付 Xない原"が本件訴主主会長討する

ことはでき~い、し土張 Lt:。すなわ色、 l九告は物171 を還送するための取なゐ

号令、こす Y寸、その巧イJl告はいえ、 [hvic:.:，にあるυ 結だけが物品の引法しがと主

かったことによ h 損Ä;仔被っており、 1，~，でけが物品ジ〉↑ffii1lú 会阿波するべ <1是d

ずゐことができる。

1'" :d::書I02Ftu
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[Lord Ellenborough]本件訴訟は理由があり支持されるというのが、私

(Lord Ellenbon)ughjの立見であるじ原告と被告の聞には、船柑証券により

設疋される契約関係が存存するつその船荷Nif;;}によれば、原(11により、物品は

船積みされ、保険料も支払われるυ したがって、原告か lろ約因が支払われ、原

(11 に対して約取がされた、そのような原iIl に対して、被111 は、物品の~Iið しが

在いことについて責任があるじそのような船術証券が被告の代珂人により署名

された後は、被告は、荷送人に対して、彼は物品，1，に何の利益も有さなL、から

提訂トごきないとヱ張することはできず、被告の契約違以によって術送人が出史

を被ってはならない一私はかく思う、原告は当該物品の何倍を回復する権，fiJが

あると、そして、原告は序、のけl有者のための受託(;としご当設金額を保持する

であろうと。

[検討l市送人と術受人の明示または間不の契約から、 最初から 賞して術

受人が所有者であったと排測される事業である。そこで、所有者でない荷送人

が運送人に刈し、運送契約「なわち船出了証券に基ワいて、滅失した物171の価怖

の凶復を求める訴訟を提起することができるかが問題となった Lonl Ellcn 

borOll只hは、契約関係に基ついて、柑rx主人が運送人を訴えることを認めているの

注意すべきは、荷送人は、所イ当者である荷受人のための受託者として、賠償

令を保f寺する、という点である{

(羽 Dunlopv Lambert (1839) Macl & R 663 

[事実]18:-l:-l年ぉ月 11目、口uol叩 aodCu. 荷山人jは、烹留洲の大樽 l

つを、ニューキヤソスルの}，，1r.I>.la山C¥，¥'Robson (荷受人jに引きi/[1べく、リー

スに作j'H中の蒸気船に船積みしたυ しかし、運送中に暴風山にきそわれ、大樽は、

船内に持ち込まれておらず叩板に放置されていたために、船円安全を理由に投

荷の必要が生じ、投某され滅失Lた{

なお、 1832年8Jj 31円づけの船荷社券には、そのi正送料は荷送人により支払

消みとあり、また、 loj円づけの送り状には、京留州J:7:J19s、運送料+保険

料(支払済み) 18， 、大樽E1、fT計.f75 17sとあった〕また、 Dun山)，叩が

Robsuoに兇てた|阿司円つけの手紙には、 t7S 17sを請求する手形がloj封されて

いた。また、その荷物の表面には、荷受人 1h山c¥vRobson、件所。 Nc¥vC出 llc、

物lTl竿 ウイスキー大憎1つ、運送料支払悩み、総額(送り状) : J:7S 17s 

とロ己中えされていた。

北法58(;;. :U;)) 2489 [82J 
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ぷこで、荷足人i土、司己主;こtして、そグ).'~k~~Yì芭大柿 1 つうj(l) 'f;~ti悼の伊慎を求

め C;ifト".を起こしたu これに対Lて 被ι:よ、原告には訴える怯利 I~': ¥， 'しヰIJ{.，ふ

ドないこ反t~~.L会。

[スコットランド民事上級裁判所 (Courtof Sesslon) 1スコノトランド足

早上級裁川l折裁判官 (Lcd()~'din;}ry) は、 1835 1fG)j:::ハ]]の '1→ i日]'f':]決で、被

告の子治rJ'Jな，I:'(;;i占4射iM?したので、そのや日、ノド詐lぷ;止11-'-瓦諮:へ;r:んだし
そこで、原告は、数あゐ証拠の'1'でも、とく(.:R\)hs(川の静六売 -l'~llHL .-r.，'c' 

子なわち、I¥'!<uh守w [¥，)出011 士、当:安物1717ンー キ"スk(1) f-t~:_ ~p.に 51 さ淀

された絞[之、それを白j;の両1古物ゼ品るとみなさと主ければならなくなると与え

てし1f」、 と門王子弓仁fこり，

J長をそのまま認めf

こjしに:4;;'!〆こ、被昨l士、!日ずの主J型Lも目先ず 品針。n

予定事裁判':'; iLorcl Presideわりは信者に刻して、法の統点から、以!の指

'1三を出 Lr二つその嘉手nêυ)1;l~:新時には、!以;0=)'ばf( ì~_ ¥こ品 i'iJ、をj与え{ずにていたハ

てす1，:，は、]，，]じ物が保証IF;'、れ、その7亙送料と保険料は長王う負引lするとあるけ

話告には絞告かり斗談物んの制値を活悦されるv、出j惟干!ないLU、山中l誌はな
いハそ」で、注併は、以 1り好決を Iした 波山 i土原 ~I 対してF，;{ぎ J芭の怪/右

分の責任イト子:わないο なぜなら、)じ:つは、 JYJ矢科、子の物品(l)11当;';;.'所不j者f

iよなか J 心力らである来日のitり〉人には、ノ/ス4ーに付する原，の権利は、

~(}務時点で終ねるこめるのである、

~，足。)平実71;:救世一官 C)j↑ 1不に叫し、 :;j，'，' Iは tくさま異議を市し'li--Cたが、 UE

審のお y丸山iえになぺてはじめ、、 ト訴審裁判J白:ょ品告の異議を取りトげた そ

v亡、 1837-/:-: G ;J3Uiツ(，-;-(1)デU;j:ーと、 この異議趣意告:をJi， ]， 1，、新んな事実'-i'j':

-~-;定通;じ i よ RoJy山口の証言がほ山主れたが、それに上るとこうである]]分

(R(、}J:-;on) 土、代全にJ生辺宇iーか似|攻半HrÇ-~0t いよ'全相の「形合政 LJ っ ぞの

手形は、 1か月遅れで、もう!っ引のよ禅が}CL ~了られにとめ l 、~剥きれよーり

白jJ-;土、 1¥11'. lhl1山p が、Jrilじ拘を~ )j~ に保吉;i し、その代イ7τJ豆笠を日うJ\こ l泊

求するふう、強く士さんだい投?苛2:1した丈博につ ν 三 Lは、三分i土、 子れドーユ

ベヤ JスIレ出土平副仁づ|ぷ支えれた佼;正、そ 11本 l]jiの所有物ーしあるとみなす必

恋が!]じて'¥，~)と与えてし 1 士、自分[よ、 {í1)0)ゴヨ90も彼らなかった ;"'t'~; ，， r:、 Dnι

lcpから J主主しに人悼公海でう三わ1.'_.1:: :'1分;土、ニ f 二手中 yスノしから船主の代用

人 J り「紙をそ:了取ったカにそれには、lJうj~~j. H~我'h)fiií裁刊育ク)凹引で天われた

ん樽は宍分の1却にある UAのD~~-:1Jt>ìfj~ ;:5をfI!ろな~ J~ Iばならない乞古かれ ζν7二、

1331 ~lìJ、 S8i;;. 4，24fヨ
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の許可を，~*8 した。続けて、 1837 イ 1 7 ) J G 11づけの刊決で、上μ己の評決をュ直崩

したυ

この判決に丈jして、原(11が上111した

[貴族院 (House01 Lords) 1大U、官 (LonlChancel1er) は、以下のように

判示した。

ます、被告は原告に対して責任を負わなければ在りないものなのか、ぞれと

も、その蒸情酒の発生先の人に対してなのかが問題となる。

一般には、特段の事情がなければ、術送人の運送人への引渡しは、術受人へ

の ~I践しに当たり、そして、危険については、荷受人が負担することになるの

がまったく止しい。しかし、先例を参回すると、それが通市の推論であるにも

かかわらず、さらに特段の事情がないにもかかわらず、それにはl'f)リエーショ

ンがありうるのもま》たく止L¥".-，

しかし、事実審の裁判官は陪審に対して、荷受人が運送料と保険料を負担し

たという事情が決定的であるので、その他の事情は考慮すべきでないと指示し

たが、先例を参照tると、そのようなU川]は有在せF、そのような事情は決定

的ではないp 術送人が運送料と保険料を除いた代令を荷受人に請求し、荷受人

が運送料と保険料を立払っ亡も、あるいは、荷、直人が運送料と保険料を含めた

代合を耐乏人に請求しても、判じ結果に終わるからである 3

裁判所からの昨出状には、つぎの 2つの恨拠が記載されていたハ Iつは、そ

れによって逆送人はみ留酒をニューキャッスルヘ引きil!tすことを合意したとこ

ろの L荷送人の)運送人との問の特別な契約が記載きれており、もう lつは、

荷送人と荷受人の|山で荷迭人がみfff酒をニューキヤソスルヘ引きi:ITtすことを引

き受けたという事実が記載されていた A 後者のすト完が証明きれたとすれば、荷

受人は、その物品がニューキヤヅスルへ到着して、彼に引き渡されるまでは、

その物品とは何の関わりもなかったことになるi 後者の契約が存在したとすれ

ば、言l上明するべく許脅されなければなりない。ところが、事実存の栽1'U官は、

上記のような指不を山したのである{

物品のJe.うたにワいて、運送人に対して訴訟を従起する権利は、通常は荷長人

にあるにもかかわらず、すなわち、そのような 般法則があるにもかかわらず、

訴訟と資停に対する権利が荷送人と荷受人の聞に締結された特別な契約によっ

て変更されることがあり、そし亡、ど九らが保険を支払うかは、決定的な証拠

ではなし、。

北法58(;;. :U:;) 248i [84J 
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ァくて、先 :9~(士山 t'C)'(:?J起を味¥，1したυ

l 二通司ヰ主~'.:土ム、 目苅Jミ去:人へl引きむ

Jがう予工叩U減え丈Lt-，域旦台 {何可受八が在J込L人に1主対じ討jす4ゐ，訴;衣P没:をi売tj起t包三ピ←すT〈ふJ正当な人止句均究ヲfrあ
ゐC しかし、析し村人が返送人とれ引な契的を締結しており、与、つ、 j準法人

刀、イ'"送人刀、らどピ百主将JIを受け取り、特にのl品川にいる特どの人物に当該物

品守り|主役7こ!:~~わさしト場守 J は、その.r，);~U な 1，"約がての物品の所右

権 ~7Jミ伶it.ヘ L 街受人的〆ちらにあるの泊)内証明の ι3ι什 l 取って代才〉

:)、1G混入が訴える権利をもうこともある。そして、Jt;'f7~ t: q ，略)によれ

ば、その物:71古イ[;1'受人の:1，有であるにもかう、わ川ず、情 i主人は J~i-，í~，t縦科
するこ!がはJ-~~ ごあゐ!i~

しか仁、~.例はつ斉のようにも L、I" 

「通常;之、汗受人が訴訟をjι担 t己主主音「あωが しかL、特定の場所
へ引き汚すべき契約があるこき、かつ、仏険カモプ有νt人にあるとき、 1市武へ

も f訴訟を提起1 るj住利やもつ}かくて、「÷コぜ三科または保段下iのlL.L仏1、

ζ いう事情lよ、メ;培、主れるべき事情ではョムるが、昨有権の河包に/山三ても

j-j~kLl'Jな'jJ'イミではない同球:一、訴える住刊 [的問題、 :つい「も ;)'~k~!j

な品'Iuではなし~事実オミグ)裁吋育l土、彼のま兄。)1十ぺ句、ぞれ (j単送車Iと保

険料 0)P;;~ぷ、いと U うナト円吉]は決定的なものじある乞判 ;1:L て、ヲxの正司

会行ち切っ式。かくて、事実詳の裁刊'ff1J賠訴に事件を11せ丈刈法に刈し

て、布、iJ、;~)、Jμ:之、勺ぎの日つの以討がある，t，，~.、つ 7右わら、両者が

ど晶、しなし i よ入予三~j;(J) 裁判官が恥:'} t; ~了。たもの~lil=拠jは、|詰詐が1;'，起

すべく提7J、包れなけれは守ならなか 3たもの l，-;正ty5] ごある、 私の~n:~/t

するとこりは、 qm品がfJ1J主人または{JJ主人lノ〉危険で活必人へづき殺され土

門点。という事実シ、 1ifi;主人 ζ市受への宵l特別i企契約があったのか》いう

刊誌ゼ品 1)、 子μ 己 l王、土143主状況;0) もと?、忠告による賠償ジ)南求を I，~能

に Lごせるはどの十分な雫14 と問 ~~-c ある山， J

。三 j加nlrψprαli1 bCl t¥18:-l9) td，H'晶 lミGG:-l， 1;8:-l

03 lbut. .1↑ 683 
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J品込二 Vで、コ勺、 T埜貰4せt古杭トZ百;グの)大{氏子宅宵言L土 L斗+，1山l斗j判判Jピ渋叉を弓殻/烹 lυJ、異戸或衣

j、審をニ認Eめるべきごあ，)人、そて、立当にかう本判決にifbて読1c'jJ¥弐にあ

令とのお示とともに、牛 fH'原詐 lご差し Jj~ ~-...-'た

[検討]ま円める円、通訟は、街受人が訴える権利を有 Fみが、特別なをJJJJが

あれば、il2i*人が存える権引を存ずることがある さらに、午nnな契約があれば、
U'j 有慌が4j 主人;こ Jちる岩ザ~J受人にあるかと'，'う問題は凌駕きれるのとある A

L かし、本判決は、バ，)半では、イじ、主人ど j亙送人の問J汁在日 1: な-~:約令問題，1: L 

'(1.，'ゐ J¥ 後半日土、体送ヘ〉市受人の向の特別な今!.i4l:!を問題土 LCおり、方、

明瞭アミノ1るつ

8111 of lading Act 1855 (船荷註券法1855年) 1条

ihn，luρt' I引吋ρrtU CC9) !v~ ac 1岳民 fi6:iJ:)，訪の判IJf叫が桜丈を1却す!のli1i有権の

悩Mlこ靖び11け Lいたために、 J5宍と費約 r.J)1存十IJのう八百と"'う判続力、行てじじ

{カ)

いた口通 hι;正、船1~了誌も~(')ジ:二:き(.，- J:打、物ll!?iの丹T有権プ〉、修学七ヘーす一るととも}、

方「、物品の滅失ま F はJ長場の日に 市}~jjf~止等条乃裏書き(，.:

小
出?
 

:[2:;;j免も干5戸:idーノ.)0 

より、信号人が物司J)i汗自北 なコて..，九;工、↑庄が叫突を負う)三 L なる

方守、とくに契約付)1託手lグJ移転がなし，'jJ例ごl土、?苛i*人ウミ喫米Jトグ〉佐和音 f

あれ、 1~が救ι斉子fft ヰ有 -ci-';;.，二とになるl これが、羽交(Jos心こ救清(，川町lv!

の缶、馬問題であるの

このlit出を鮮消"るために 郎官乱券1ヲミ18:'".5ノが制定された「その 条は

Jざの乙おりとある J

船荷証券の術受入、および被裏書人1;1訴える権利を与えられる

胎す?剖ぷ!こ ~(.!>μ されたすべての荷主人、 Jすよぴ柏市司l 糸のすべての佼

c 1条

仁戸む言及された!i~Jät; グHí有憶は[再

送人へのiさ沿品。γl 委 lえもし、は r{!(ì1~/~ むの]長主主呼 l まよは[i耳l主

人へ¥め運送可!の1委託もしくは[船伸之苦手の]是主きを珂]11!，~: !.... -c t.t払す

るが、あたかも?河口荷副主における烹ずJが彼巳 iイとの出;-(~'締結されたかのご

乙\、当該物 :1l に間 9 ふ、昨 i;i~ に対するすべ亡の裕和J$♂謀説会 h 、イサ 1) 九

九、かつ、同1.:~Frf:杵に版する "ο」

~~-i:E挙グ)J烹プ町人;止、 1民(，-=J:tLどその

1861 

i"J文字掲 γておく

二日社S8(仁 :lL)24，3S 
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本呆{土、羽品ぴ〉所有帯のお転iCj、?って、;~正;美契約土。)培Æ'l も移転"る、 と苅

íJ~ 1__た予とになる L これによッ〕慌たと紋凶の l]~馬問題 0\'M {fj l，-，た 1)1..;であ

昔1i(Unbf:'了川11) k よる王、立~)、青が担約!のす~i!::r こそが必要 Fある、判

断した事↑lk;土つぎのことくである c EH 1に、契約の当事者でなし、荷主人による

不LJ、fず九九除、(先例:件) i立、満足な解決で!立ないと判断三れたυ ，~"j ;2に。 高

i主人ジ)_'t:lfiにつし、て、故判所に ，ご採尽されてい庁、 1，"約によ:');::，j'処する /J

i士(共同多数)が乱てなf刊抗ごあとエ這ー♂されと 第 3に、イu干しいう l甲111つ
りはh\ すべての問認を[分にJ~giたでき!;;いと 1司凶された~'~ 4に、 j山中:'1[ 

!(W)X (lBBl ~~ CL:n; [i :-;L;; の肝;たもー!-)J-C"~よないと判|可 Jえれ/二と ν うのは、

オ文l:-r;見1:'"Jずる1刊タトであっにため( 、 t!~1 ヒなl.， L l'J-~~C{t:するのがいl主主で

，h ':J どからであλ に

物品グ)昭二千7作。〉移転叫;二、契約卜の訴訟に対する俳利も庄芦'}JγJIこ移転する

とリ法されたことlーより、第て省C!)tW夕、仁問す令先例 Dtwlut v Lω凶ρrl

(839) ?vI，-，t;晶 R063 に訴えなければならない ~-W~ は太悟に ii;~-0 こ介い

な勺たれ二円立法 ì-":'~ 1')、事くの平例におし hて、 f霊式認(り上uJj者禾]を1jずるヘ

f 子の契約淳Rに小川県うとや散った人は、 μ1 人物こ去るごとカ可制試された

からである I

この ¥'/i.以伴、海「運送手は、民うたと救日の分馬車1司 l土 ~':~î:z. }、円必が、持 1
三五主主で(士、 Icllド叩Ij起が起こ i)ぷこけた拝上;ι送でも、船石4H_止海上の権利。〉荷

受人への移二!}については干当、 ι れたが、昨N~A事':*'0 トのそれにゾいては子当て

1. Consignees， and endorsees of bills of ladin虫empoweredto sue 

i可e…):C()lb'i:!:nεωur ~(1()ds n(iEwd i九 λhill()f Llr1;ng 乃n(:f"¥'t'ry 守口dOl"s刊 ()f 

:l bill (1ム lλdin又~\) W ~:()J:l 吋、 propeny 1じ lhcgcc::ts tbcn'iじ r;lcn~lハncd 日 hall

D札日S-，'pUll or by l-easけれ υfち，-:Ch (οn~;lg11Pl ぞ nt Cl ピ:ido主巳η"ηLshall ha'if:' 
-:.ranslerrεd to and、esLe<:lin hiEl all ri又hls 01 S山 1.and be s，-，-bject ~O the 
"，，11肘 ji叶パlili¥'s[11 ~-l's:)('cl fl[ S L! ch 只()od~当日 if Ll:{' ('(j ~lll 山 1 cOjj，-aill山1;11 トc

bill :)f l:ld:n只hadbCC'1l汀，adοI.¥-'Iふ hi，n汚clf.'

口ム人('ある荷受人のために、ノヒ1qJへである前ヰ人が札予ノらである運;G人と

物品j亙送契約を終結}すると格点iるん法で，F，るが、そのような意忠が説的り九

なししら!??こは、 ft3:コ'!.:t~づじヲることヵト(" ~む v 乙

1S71 ~lìJ、 S8i;;..'J，lO) 248全
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己れ ιおられ吋i-J!tGであり続け

('I') The Albazero [1自mAC 774灯
(a) (事笑i胤LonlDil、luckによふポだの概要は、っさの(1.-JJじである}

川左#110'，112主。

c;' '1 ! oacnrz {ιnrRO (j:rwrs) r /1 !baze叩 f仇山門s)'Thc /1ム勺山叩 [19Til ヘC7i"4 
伯[事実1R川killLJ i よる事実の説明l土、つぎのとおりである J

COllcon; Pヒtrulell市 C町山口計011 (!忠告jは、政告がりそ何('1七の軒i.;; lhacruz 

号を 5午心)J-羽1，)で叶り受けるうf仕を締結した定l明的治ぎである、ネ主主i土、

AI川口町せと l!bfi?:('N!号グ)2 fk-'(')ヤ/カーのThイ行者であるー

1 ，ばfらでi清普入する寺梨~:~!，約Jのも ζ で、 l涼京告(はよ!目011同iη，t耐ε町ラr叩λて'01ηi，，:日lC ¥' 

FらJ 骨船~ìげilJ』j 守立つ fたド ο を σの)~単入:児z約 ζlは二、 お工そ 1ι 間、 ，不ズ寸工一ラのラ 十付-i-') 

r-:.にこおい Cf.oω1，、 :に一上つて!涼豆 t巾を J叫!陀t;給i治台);斗し 1寸うもの己3あ~亡 fμ干二J 山 iばiらfノ必l~ じ
却}寸dゐ号び:;-j:7)もとで、 l玩;11(ヱベルし¥の公社である RaHinc，-icBclβc dc Pct 

rul刊 Si¥ ('[dWi にTれを::"'1，)】した?その必生日契約とは、アントワーゾに討

いて C.i.Iによってするものてあ 'J、支払しは:ti) ::Jz¥の投18()Hよりitくなえれ

亡はなレコない Lいうものごあっ式、 i3)!Jf: -2:?-c~: RDP はとも Occi(!c;;l;，lPC: 

r:Jlellつ1Cwporatio:-!の72h干公社ごあ J た そのような完か子会祉の :31宇巨の

ものこじて、フ 7./スの会十1 である CClI ，~;:WC 0じcldcllLalo[ P2flS 

もあったコ 1，1¥)[~出。円 4ずは奇丹市をなl給 L なういJたが、ヴニスス」ツの会担)こよ

り1長約されるようにさせていか。ぞのヴ 1ネλJラジ〉穴4てとは、 ~S:';O :))て「くだ

イ十ごあり、 Cr:'olc Pn rOICllEI C);"Pハ代、1¥)1l いCn.'(Jlc') といコλ :;:;: 197U午 l

刀，3I!、ラ ザ jー}におい仁、そ円船(ig;¥前:15，000ロング トンのiftt庄)の

北按みを宅「した。!，6:EssoのよHj(が宮山され、 1970汗lfl3口に船長(こより
署名された船哨証券~-(之、船積人U:Ci 的~e -.，イFi.ï'交ノUよ l旦 22 または!日l~' か指l叫す

る人、川辺浩:立 lンブラ 1レタ ;L' (Gi\Jra~ i;lf f()r ordc円、」とあった" ~ïJr1j 吉正与

には、運送料の之紅、いにつき、 1"1も古かオして L、なかった :i:'1970-$1 P. 6 EI、

じrcclcはパブのじoLlr1agc("'::'J0~ 宅促にて町l荷証券とでの他の声犯を交武した 1

19'1O-4f 1月12口、それはそこ lこ:iiljj主した ':oiC(即日訂はぞの挺浪t，:q;C0-'涼古
のお前で Imlヲに船イ'ril:nlF券や¥"古主じた 19110';"0主 l月:州、じ(J';川geよ和-MJ

副長をアント Y ブの RBPに語i主Lた tlc" 19~(H:. .1 ，y E [;、その船iよその苅

iJもい完全に減ヲごし丈 μ1，-'11197iiif三1月日打、ア、， Iワ プの九おド;土長吉き

された司白石f剖主を受けとら〈コた h いι，1f主に、 RBP:三ぷ';-(，こ船有?(l) ~:t ~Î、を支払ったハ

なお、Ti日p(士、ハーゲレ-)~' ~よ 1) )，)1.7三される l~月の叫 i1.i則問 l 川 ?E1ト l式会

起こさず、または、原(llによる点百五、への会幻も北めなうった つまり、船指]日正

二日社S8(仁以):>)24，3:) Ig21 
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1) ~'~!仇νHf2 号l土、 じのちIcrd:¥1日rincP<ln<ln:2. S~'\ (;:)， t' I船主j といろJ

'0.j1:'!訴人 戸告人ノから、 COli('ul-dF¥引Oぞ¥11:1Cりl"p;n叫ion (t;下筒船巧

とし、う J (fjl-::; 被J士ヰ人 波1:.;1;ヘ〉により、;){: ILUの主主t俗的契約告:

(Slwliti11lt' fυn州が父わされで恰リ:一げんれ'l- :2 ヴ寸メズニラのラ z 十トリ

ブにおいて、 1fvaf'1μ 号?、ある|住持泌にら]け(:l-:::!:送するためじ、拍計三し

ζ出illlが;船積みそ三れたtでの佳品i荏は、後に、アシ!ワー/とJ旨ノj、された 当

夜船{~i ~立、怖仙沼約 iこ従〉て発行汽れ l"Kì1~/~ 存に仁ってノJ パーされて νけ。

その耳、市;止赤には、市齢者が荷受人》指たさ1して、当た (3;Aibc'7u'::号ば、 宇

べてのJ~úTiごとと色に、 ql'l.海(7).i余':;'{.'"、知的安約違反によ"、完全に琵矢したに

，1: Jli-~t ジ )~t}，\ "C 、ノトノ十船子:~T グ >:11 有議は協船Jノにはなく、前イ:~T 門正 tfo グ)主主~~r:人

であるヨaHin:'ri:' Bdgc l:t' J'cLn!llメ Si¥. |、 RBP'ま人ば「刊(げはJ所七言 とい

う)) ~こ去/、と

なお、船荷tll 券に);l~づく船荷!可布告のF:0 ;を訴える権利!:;::、何111}者かむ，こ

丸l してA訟を犯で~ 1，/た肖j人i 、ハーゲ aル ノレのもとでしウ対:今上:)~y→滅(たけ

(b! [Brandon J (第審)]"'1973iflOHつ:]、 Br，'，Tlflけ:J Lt、J:(:、の子情

的な:者止を市議すふ。う台7した 3 すなわち、での日l荷心〉滅失はほ円心情奇心認

がj忌尽により引主主こに与れたこ飢えしたうえで、立告は被台かり、その茨ポJの

もとで、きのような以尖}二つえれ目的な賠償絞とは宍なる三五;質的な rt~イ古粧を日

復γる他刊を行 tゐか}うか、ムし、う日告ロである

107/:イl'1 ! J 1 ~ ， I、 Brandou J i之、以上グ)予備的な誌の、につい仁以 r0) ，3つ

。〉問題メト村"，1L、結誌とし-CIよ、最初(1)苅誌につ主同告L赴万立し、引をりの2つ

につき彼 titに交l北した l~ かし、原 (IIはつつ(j)う1ぴ川、「れかの+5Kで成功す

れば:分であバ干ので、本"十円子11"，的な~~，2ヨ;ーパ川原告を 1時f 廿 Jん

';;r~ 1じ、 m失元i発/する H"に、船荷の所千11手と危険お 3，U 占有ずべき格干iJは
]~]lP :二移止と似たしたうえで、なか仰、告は被告刀、らそのよつな出火にワ

いて実説的な ~~fi占領え同保する体刊チイj ずるか百かといっ問問である r 徐立に、

~r~~叶減たI1S'( こ、原告は、ミま戸~-;の)Y:有権を有 L て L けャかれか、第 3 に、耳、荷成

矢持に、虫色l土"まだそのlI古4べえ序列をAJjていたか否刀¥という開閉さ

あふ口

，'fj;:1; ，:J五く、 rmp(乃被告にJ<t寸る L かなるE寺，1'も町バ~ (こよ J て認め~ ~I むし L

00 Thρ 1 tI!az;:ro : 19ケ7:AC 774 門ケ9ff

l S~J .I ~lìJ、 S8i;;. :8)2482 
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第 lの問地について BrandonJ ~，土、先例を非綱に検討したうえで、つぎのよ

うにいうサ 1770年から1870年までの早い同期の先例が以下にいう11、現を確立し

たことに、何ら疑いの余地はないと、官、 (BrandonJ)は思う ciなわち、物

品川町有権または危険が、その滅失の同点で、荷受人にあろうがなかろうが、

荷送人は、特段の事情により、物品の滅失またはね傷につき、運送人に対して、

その実質的な賠償組を請求し、同復することがrきるじこの;1、珂の根拠とは何

か、そして、特段の事情とは何か、が問題となる市

上記の法珂が禁比百(ぞstoppel) に某づくものであることは、明らかである

と与えられる 2 それは、荷送人とJ正J主人の聞において、荷送人がその物品の滅

失または損傷につき実質的な時11償額を求める訂ト訟を起こすべく十分な利拾をそ

の物品に対して右するということを、辿よさ人にやわせないという効果をもたら

す。

r.-;i己の特段の事情とは、先例においと「特別な契約」と説明されるところの、
本人としどの術送人と運送人の I~Jの物品の運送のための契約の存存むある つ

まりそれは、物品は荷送人のために注送されており、彼が運送に対して料金を

支払うべきである、という合色、である。この合主から、禁反百は生じるのであ

るu このff、反戸の1王位とは、ある人と、まるでその人が物品に対する利詩を有

するかのように考えにでの物lTlの運送を合e:L、その人が運送料令を支在、う

との約京を合意した運送人は、それらの合意を恨拠に、後で自旬、が物品の滅失

や七日傷で訴えられた時に、その人はその物に利益を有 Lていないと反論するこ

とはできない、というものであるυ

それでは、このよいい時期的先例が伴、fした法理は、本件に7直肘されるのであ

ろうかっこれは、原告と被告の聞に、被告は、原告のために物品を運送するこ

と、そして、原 (11をi亙送料の支払人とみること、に台意するWo)I特別な契約」

があるかどうかによっ亡決まるυ そして、 Bl-andunJは、傭船契約が附ーの当

事者間の契約であり、船荷M.j}は物品の受領証にすぎないとしたうえで、(府市()

契約の内科を枚"すし、そこには 14寺山な契約」が存在すると判附したJ つまり、

Brandon J は、[:f~ 1の問題につき、船荷滅失時に、原告が船荷に対して利益(所

有権、危険または山有すべき権利)をもは叩有していないと仮定するとしても、

原告は、被告の仰船契約違反による船荷の損去について実両町」な賠悩績を請求

し、同夜rる権利を有よ「ると判示した
Dra山 10nJは続いて、蛇足であるとしながらも、的 2とW3 0)問題を検討す

北法58(5玖)7)2481 [!)oJ 
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るfJ¥本稿ではノ点、略，-る

これにX干しマ、被告が控訴Lた υ

(c) [Cairns LJ 控訴審河川lキ;控i;TF[，'.~.かいては、 投法aζ軒別法則!))1，f， 

ヲでが問題》な》ていふ 百J"7守 l 止、 Yi約i言以じよふ損斉 n~i?'t許水訴 ，，'.1、 Lニおける}主

;11は、;j).iがrH，';tに被った担古川みを凹伝する lーとができるとし iうちのであるυ

絞背は、 c1日iとの間ε、海川知J11迎誌につ王女中しを幻針:) -fニ以告は、{定け J;?iま

j'F')--:;;r湾コたかど -cかにかかわらず、刊行キから、 iKiヰ二J)呪均}!Ef立によりり|さ起

こさ1L/:二功lTlの戎fたまえは紺侮JこっV、て比t慣をIc'li足宇ることができ心少いうふ

υJである。

1"山由、11J i士、決flグ〉特別な;1、日;l土工主!ぇ日に1;1づくもの Lいあると考えた}つ

まり、船平;正、物品 7生送につき船平~: ;~在約 L た人のふ任原存 fえになって否定すゐ

こムを禁とられる L7J-'l~ 、官、 (Cali 日 LJ) は、 この見沼をそをけ入れがたく

感じる」つまり、船?が1苛法人こ契約百:終結寸之と e 船積，7.'-.())持tμ での荷1六人

の物l;lsIじ汁する権利か山正することは禁ヒられゐが、 i亙jさの治中れ〉所有格の

移転を-，出 4ーるこ土が(だじりれる理由l止九叩jである。

在、 I，C:lIr立さ Lj) ;二 1(osklE L] u;J唱「打つけ二結論、すなわち、減矢の崎市で

荷送人に刊有権や l片手f-~ べ主権利がなくても、荷送人は胎+かり契約J主反;こよ

り減;たした功J17!のf而伯ぞ日保することができるといおのが、いまなおじ主である

Lにお吋11:tlw l;;w) ，:の結論、そ ν 亡、物品''1'送契約が定期傭船契約で均給

己れた均台も、この云仰が泊損されるとグバ言説に賛成寸7"ゾ

(d) [Roskill LJ 控訴審)1二日uskillL.iは、 日r:HI(;r)flJカi乱ι争勝訴させた

抗 1!)) ~ti止と、波 :14ト勝訴させた治之およびゐ 3 C) ~~ J巳H.~.~山、て、まず 没占

を尚平ぃ取i〕|げて、 n，川ci(jnJに上る判決、つまり、 19in年→月 14ilの全損

ポ;11かっ RBPへと司i{寸梓も占有すべ失帯十<[1も移転した三一iゐ何不に。)吋if:，こ、

公民したJ

.;;. ?' -:ネfコミ!一、一一一 ~一、
RけおkillLJは、会長 lの問認や.1'(') 1: rる

7"'~，fl の符丸心?事情を寺l主しだろえで、

ffllぷを会思したとサ"→で、対日→権 Jど危話iI

しと、被;!?を必」千トさせな

Thν1 !baz('Jひ 19i7:;'¥C 71，1. SO:Hf 

if;fd， ，，: 8:J4ff 

1011 

(oun3問刀、 l京6.(jJ.t'8iTでRBP:こ占山叶
担よび Li寸→寸べ主権利が干雲院寸ると

~lìJ、 S8 i;;'.'>，:，:t;) 24以)
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まず、 Ro山iHじはちrandυnJを批'.リして、二ういう h 豆rιlfidonJ 1:士、先例

。〉決:ノ山よ禁止言{字本づv円いたというが、 l(üs;(i~l L] iよ、先例における判官達

子禁足ηに基ついていん7)通には疑問があるとヲ令。そ Lて、 Ro:，killLJ (ニ、先

例をNl(討し丈一うえで、そこかん離札て、同業「の考慮のち〉に問題を枚討 f~Z)" 

主ず、ff;t{1に行相jな市:をヂげる。 Iつは、主代 f:J:コc.ては、定期河1-:10(umc 

chartc，')裂i"')IJ'問題こな，ており、航海i尚船 契約が問題と

なっていない点である 川者の1，"約は、期百に汁Lて貨車が支払われるもので

あり、原告の物可rlρ鼎苧}こ還JZーされるか行かに苓ついて資料が支主、われるもの

ずはない。この J うな 1品作、定~日間ザL者は、 ~:Q て干に支払 λ 貸付をおえて荷物 hこ

閃{，~:，もつ 1iけではな vミ したがって、原~.に利点￡主主判は，~~誌な L もう 1

<)(止、官l-Ht:;剖JJ寸先1855ι から今[](.干至るまで、えrYiJT~iI"'与の所持八は坑H~' 剖 ~;J-i. 

基づいてi分11尋乃花利に訂い士川えるニとができるのであるかレづ、原告がふ

えるここが cβ る必要はないハまた I つは、 li1' il0宅約告の請求に羽す之日-+.~1;は

l ばしば~J. i'l同められないので、JJ.¥;¥がjf;:iU::1:' 1;'~起するとすれば、ハ ゲ・)，

Iしの 12 サrH の時効の制限を f~'jtti-~こ I~[遊 q Id道が許されごしまう占である まf

!つは、 c .i.f契約(/)f去H礼法;戸。と、月日荷託学法1855年に市Jl訂正示内所持人 J二所

千i校と詐去る権刊が移訴するこ jj，l;こされているてととは、容易:こ刻HI:，ない点

ーにある 景{えに、 Aのよt涜の同誌がある

しか Lっさに、 J~{-G('有利なとを寸\けて、 J忠告を滞訴させる グル ブ内の

1:三?祉はそれぞれψ:Jfl"，] C)独立しだt去人であ乙とする暴玉ま出に厳守にi五十到する

とすれば、域代にかけるl剖雫を担午与する干とになるから、ぞれは jるべ弐では

ない。実際にはグル プド利益を古 l.JI[夫会被ってし、るここο:、法1]呉実を

牝伺宇る13.，:，'"本書記 .'1主力 fノ¥き Ci止な"戸、 iht叫otl} T"刊 i[Jcrt l)~:Fr_;. -':'，ttすも三

位は185イ::P!来その大 Jji-z消え去ったうヘ本門事案内も ιで(土、その1去理を泡

mづることじ、寸グ)11、昨を出誕するよりは、夫氏iねな il当性を有?るがI可、をよ主
くことができο。

i'" è.~.f売ギ lZ、香知的づはしにより、じよ i 買ヰて l こ、 HrJ: :にある物品に対する

杭iGのすべ l を引きれをづが、それずもな主、 :.: .fノ'~j は、 c.i.f. tLlとJJI師、
!防止口O)i}式交わmj;;芽訴 7 ゐことが予きるとJ:Q:{'担!の弁よいは二f::::h:する J
~-I ~~u..;kil; L，T :ζ、Lh'L船積人から以日1)の権千IJ;1' 11>cうこ明記さ1しているわけで
もな)，三{寸:i-tぺえるつ

7コえりおki;lLJ :訂むI可{ぇ命n~~l1~も取り 117るが、is: f日ではγ[附するつ

二日社S8(仁以):J)2479 11)21 
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結旬、在、 (Ro"kilt は BI剖 lω11Jがmしたりと i円j じ結誌に達した{佼;ii
によるさi;E与を手伝却するυ

le) [Ormrod LJ 控訴審河川01山 odLJは、心jrns LJや E刊 kiJ:LJ !))汁

決，，:'J-q:-成すζ(:(l，...もい、若干のや、札をj'jけ加えて、こ J)1， ，う、

立に前ずべき市:は、 ti'士的合足恭平ごあ;、安U'¥'訴える111干IJク〉所f'ではな

い J つまり、恒夫円イコ史ら(二物品の)ifi有憶もん有サ¥さほ刑;lL そ三らに危「色も

なしい似宅Lfn与えで 不正T原古が本件訴訟において同殺し与。どころのmι
の泊疋某，'i[が問題去のである 万で、 f)u11br l' i.amrertは 1 その員長点を可ら

かに Lた先例Jとt，;'(ーなuいとい λ♂);之、売宇(手巨費で投げ姶てられた~;t に{てわ

る物寺実 t.，二送!')I白じな与えで、船 I宇品Jトじており、 ら担夫会被""たと証

明す d 、さ地j.'，いた刀， ，ノ Vえあるい池j}で、 ]:isρth" 1¥.110X ~立、その l布点弁明ら

かにした:七例といえる l つまり、原6']"1竹が還送一%利を布市対Ltうが、航1J中、こ

.J:f:~忍 Lた羽仏に対しこれ誌をもたない場けでも、法は船 i から物品のi円 11告の減

少j}ζ日ゃ鯨{i')j-Ti';z:'賠慣を回復できること ';)..1叫九刀 iーした先切である J 二わら

のk(刊に布いては、，nc関連~)M (rc川 11μ 、山川日cl:~) のじ、理カ4 迎用され、-~;::

法判)そか禁片;百よりももしる Josιph!，'j(，山および lJu山中"L州市rtにおけゐ

仮定の支給となるものでめるこ、私 (OrmrodLJ) 土停う

これに汁[て、被iーがト;111〆た

(1) [lord Diplock 貴族院)]7寸Lハ什 ;:-)i山 a は まず、:~送人〉淫1乙人

目l出グ)特別な謎約七、市法へと t'主人的luJ0)特別なiji約」勺し ιて、つ玄のよう

ドしミヘ一一 ノ J

「前:!::.人k運J三人の問の特別な犯約は、市込人が司うる、戸ζνのFめい前i'i;f'占し

た契約であ:')、荷':R'人的jt辺人としに滞桔 ν た契約ではない 1 かし、物

よ111;b i連 i主主れる除に一以内 Lニ生じる司琵!立、 f~j':r;~人と荷受人グ〉笥の/しt1契

約に↑i'~ 斗ものなので、売子が、向うf向井の一千 il)¥、ま1.:1"、買ー/イ'Jj<}:人

のために、還送人介在!刺しといるかいsλ かシ L寸問題;工、 L~f!.... :.;:r、寸買

契約における最高からの林訓(ini'crcllCC) 1)コ間短となる J 物品売買契利に

おける主 ';"'0)拡定 I;!T，ρ1i ç;ltjon) 止、資 I への物 ~IIIJ)引法鳩山1;ょ先?のピ

d， '}j'!:i 4tb，悶'f(J ~l!:)Ti'~ AC '7/4. 8~2ff 

il;idにお4""

1031 ~lìJ、 S81;;. >':.:4，2478 
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ジれスのJE何であると t、うものであり、"'1:'-，て、売宇がその先への:ll?!l1_ 

\'.-っき i'~，込ノ、と亥約すれば、 /~J~(よ 11 ムーのためにそう Lたのである、とい

へことは、 18世紀ポまでに、 lフh住υLた この推定[よ、しかし、売日契

約L おれ'.'司示の主 Jy;ζ て2更さjし入品 これもま?な寺i]:J な年:;f::;~ ct-

して-;tJk.されるため l二、立刊では苛芯人と荷受人的lLIでめるが、 ーオしが、

1~j' i主人{ワ搾送人み耐える権利を -JJk っ1i例 ε は あるとえには、前送人と部

:LE人の問0)持，;Jなりさ約に佼拠すみとし 1われるこ Jもあ才しi工、 まfある Jき
には、伶it.ヘ L 街受人的関の特別な契約に紅、制すゐ/いわれる~c':もあっ

、ーすぎjI.~、の I児二iを引き起干し

L(Jrcl DipJockは っきに、イ年リノ、計;，おげる ~n:法 ~;J i:. D川!I!!!J1; L川n!;o-l

法則的関係を分析する ヂノ〉わι、 校法ヨ:P:.:二、 t 恒 l 力な i!:'"Ht 吉:-=t~， iM)jl 、 51

約涼/又に対守る訴訟におい亡、 l広D~ ;t lA 回らか枇η た現テ去のH'，うたのみ ~H耳ラる

ことができるとするも (J)ごあリ、 iωnl!.ψrLnmberl ;1.:民1](土、 そ心)I列IHで3つるけ

木U、日 rj(止1.~託 iJ、 1 二T ク f ティ)♂!土珂 iD Lなし叫仁木概念はコモン 'U にとっ

てまコたく知円れていなかコたわけでは品ごく、と¥:こ同人1王にとってま「だく

知られていなかη たわけではな~ '~たとえばe 存~f:白川や保冷ハJなどの向11、 (f) ~;J~ 

7ぉ ihid.Se 8，1つ

円台f~-r:(ニワいて、 L1wd DiplOlμ は F うL 与ν fbuLal S4G 

安元三重(1)時1)，r8:))減デごまたは打1慌について、;そ寄省が;JI["2'-話主主主産J担当14求訴
訟 ((\:Lî川川]日川n:~いJ まJ丈， ，は立討十佼乏冨訴5訟J(l いi
己LJ北:にぶ;)"i~;えLζ必)仇ろ 5吋j、い lりコれない;け了れごも、でし工、彼じ身は苛 tiC{í':. こ刈 L

1告と口のや，，('しえまたは同憶についてτてfニを負わな u 汁 7 れども、 l~/)~法 lこ fつい-( ~，土足

利iちりから t認められて"な(1.0…(~ Di;")l()ckはーこで rhf' ~ f i nI<'fl ;l d [1洲乙" 42会

主主1損するυ これにつしてじ没掲II (2)\，しか v 、受寄託刀 JJI:Lg_~ に勝訴 L て

収入を作れば、寄託7守，-よる不当利 1~'金返還前jとい1川1引川d (jlll: n:'l~ f:' i刊d)

に~~; ¥， ，てそ l布告は江百L省にそれを液ご争ければと主っ 0~ 1.， ¥ c 

杓)仏~"員につ 1 、て、 ωnl D~jllflck ¥'土?う v寸 Tl!"All川Z削 190i7:i¥C ';74. 846 

lつには、 181;[化に白人法からコモン・ u によれ採ltIミれた保|設計1t刊誌、

埋もまみ 今日ヨ約半ヒ事者が、立らが被"てし!な町、1M'*，の日二寸点を求的、それが認

めりれご金銭を!日H立すれば、それをf異議官からj真摘さi~ たtejミの光司♂保険者
l 二引き波オとし i う-~.えらを含むものである「供保険 ι が保険Bから才':1~の全部

または -~:I; ?J: :;Ä椅スプ"'!ニ;見台と、 i広芹(被保険-r!"-I 首、、治三押印私1:者汗、)のた

二日社S8(仁以)3)2477 1'141 
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出手ではtiめられて3た。 Lたがって、 Dunlf)]! v L引 1lI't;rlにおいて引P'ii;(，こより113

4 主れたμ、suが一般i1肢に対Lてまた 1つの例外を五け加えたと"filliすること
はできても、 時計j二~: :"もはやtどごくよし、こ古口 9"6ことをに当lヒオる kことはで

きない J 、私 (Lonl円ipl0ck) 土考え，QWl

";;:"1 マA
~、、 DU1l1ψ[' LeU1tUeri法則的対存を以いつことく itl"+;;疋する。

「初mに間すみ I~j業的なりさ約 h おし、て、'-':;ぞ約者 J: 約米首の]両当事者が、

必約を怖枯した侍こで、かJ人記γJ追jんにより物，TI'I:0ゴ【成たまたは損傷する市

に、場r\~c)~/Li[.的争相:誌がFF二有者刀、ら，g :j (n人へと移転 j る刀、もしれないと

中間するこ主 (C011刊行1ph:ti(1;、)、と片言〔物('-11返送〕契約のむこむこの当事

者の )j 支約者]は、カ ilに L号約者と約事者rヲj 両当事者の立|叫

(~nter~ti L)バが..")ぎ乃」うなもの右ら!工、その午却すIがi戎たまたは桜4請する

前に、その1却じLに才すする刊読を不1-jる、あ之いi立、取得 jる刀もしれな， ， 

L第一省]のてこめl契約チ殻粘;たモのと!て、け，l'よってや」

われるべきであり (bcLrcalC(: i，; ];lV':)、そしと、彼[受約者手、兜約違

反i恭つえ t~芦賠償Cr)H法ないし干Jむ」小〔亡、その人〔第 ι)のため
と約束昔の閉じ J 喫約刀、市百結?ミれたとこ〆〉の、子グ)人 L第三者J

すヘミての人

1-一

めじする契約返jえ仁 j基;っく損害目的~ L，て、 l民主(提'県|嶺計 1U:不在らなかった

が泊 者(レL命者、刀被〉た投，だについて賠1'Ji-¥を泊:1¥することが"J詑な場行(

江、被保険者が保険守のためい~t:訴 L よ'! L なくても、 f果論1Tは絞保険者を
して72訴寸る J う J三~:jする拝刊をイj ずる

もっ 1つも Ii川、の )~'~ll;> における初1:''( あるこ杭保険告が物品:こワいとのi込険

や排ノJJた ぞの物l日の滅:t主たは担%の|得点て 門宇治、別(1)人がその物llt;ご，(.j
Lて利益を有しているかもしれなν、が、そ乃宮lへの利益もその物ロれごついての

i果検h 会主~ LZ) (Y-ヨ j て~~入した「この被保r[t({守の告 3 が↑♀論託手の式首から

切りか宮崎丹、禄保|役者l二、その別人のために、物品の耐11百九U夫ツJ、会い LI"!

イgうfの企秘を101認する権利がある 本u刑l土、 19W:kl_i.''f (:まとには、寸べ Lの
佐知の応庄(51殺においと迎JIJされる法口として昨 ，1.:"- iLord Diplock :~~ここで

1-1'ruers I' .'ii{r!11(frd， Pire rmd Lが'A刊 UUll1CPCρ(856) J El {;，< I31 87()を参照ず{)()
-これについては徒掲E 川))、海上保治Lお v ては孔arine~nsur3nce Act I DOG 

(?'~_I.f~1治法1906 1"-) 26-1:;山市じ込Iノiされたこ

Fh，; '1 !I!uzCY(J ←19'/，/j r¥し'，'/4.í)4~} 討40

l05.1 ~lìJ、 S8i;;._'>'u~)2476
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が~rt'つた川実のお失につしドCl;Jl悔する接相jが与えられるべきである

しか!，:円11暗に、 Dunω{J L' L叫 Ilbcrl;}~tílj (7) :~;f 伴えド，( 1のごとく d士吉、深く|虫疋γ

ア
λJ、}

r~台ィト;;: ~ilE苦手 iLu)~)~)f三 [中円台、 lょ、 治1~~T ，之さ手〈穴イ とで物J

におし、て、 乃lin!ゆ Jαmher; [111附〕 υ:t:!!j0)唱す珂J:右効性令;，:，'(;P::~わ〕

かL、当設;去引は、 ~r~荷主宰7)寸~1，されなかっと特別な1ド河[おいて、海

1"，阜、六白体色合む jベにのJ阜、六形式Jにほ!反される L、また、以 Is)法則が

紋i'trS::-}是j!とする、つぎのような特別な場介。王だイ子存するかもしれない、

すなわち、イ?J]:的なJ、嗣)f~:のも!ではそれ [JM'lJ 存 '1 じ.:' -1川 ι 吉によ.， 

Clt:'償されるべき cあるレころの損失に〆九ミて、そ tうよう p二割たを被)!: 

告に利用LjRなもの「救済)がほかにな v 場併とある討つcJ 

旦外的には、第 1 に、司会荷主券r 、 iお日千1貴乃制定:こ伴し ~iK:+が終結 νλ[主;巴

契約が舟l市証券lこ台まれしてお{人 号才札L以外Jの)運弐認;約Jは1仔チ{在ア什ぺせC.汁vすq、て-て、印

楕みま7た二:はZ裏:書1吉?主によ Iり}司松と?荷苛士元4尭券之にE記己戟きすれ1る荷J妥乏E人また:は工被裏2主言?雪?人νJ、L物喝占品口の
戸町T有権が干砂宅車

さない， j\でそ是ヘがj王法人を訴えるこシができる泊らとある、 l宋;~ ，一、 1'ji送へt

荷主主人。l:日jの五五直読約にお t 、て、辺;是人t司君日の将来。)断lf 1-~ とグ〉 υJ でも五五 l去

~:*'0 を長lロすんすること ð"1::間三れしいたi品!?には¥1:011れ]"，[:Jbtt，)、らはや J)I!叫 (;1'

vL山 1凶灯l法長i]をjg!tJ 1ることはできなν¥tr:乏人が辺、主人をJドえること元十ご

きるかいである j 第 3 に、情附担出~~新作1:.:.':.禁の関係が問題k なるに 万ご、

内L海市也?と(、。リ只cc1Ll，ic了j では一段ネjであるが、当事芸じっ日LP}契約上じり存刊

が新1~1';正義 Lグ)抱eJ': rJ]じのものごめ 3たと， ζイ、 !μ1': j員:たまたはJ[;:i干与にヮ

いて、仙~W)者に対する宣 ll ，， {Jj 会人または夜長昔人 L 対する主イ1 のを定 jfFJト推論

してよい、う示日uあるピジァス上のlWII!はまった/なしゐ 他方ご、淀川傭船

いi:ncch;:;nrrl では 般的であるが、当事者の情ザL契約!の権利がむ荷言，1長

亡の続手'J こ 11 なるものであッたと -~--iUよ、な 17F九、 !Jun!ot r α!i1 !J('rt i.-L、口IJ会

ドに ihd. ;¥t 討4/

ち3.ibfdιT， F.4i 
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拡張して迎用してよい、分別あるピンイ、ス上のl~白はまったくない「とくに、

対況を支払うた船布石券。)1り"芸人が権利を行使する際には、~~'，r~l 正券に記載き

れるfJI」ーの時1)，r8:))船積み;二j，;J!.， .C (土、む f~j" ~J1.0カ【，'，~.ノ己主イ」な託J処である l ヲる苅

受八い木'If日戸ffI'Eな“17:ュl、による禁lλ言のFめい、司会荷主券のド:iJ守人は有利い司L

訟マることがごきるからであるつしかし、懐舵釘ν〉契約上の111干IJと船荷百if:1J，の

1汀持人の，1川町"正当トのほ4刊がか公り呉;L:るーとがある U たとえば、免責や麦任

制限内組問、時効期町、刊を五務の存段、fr!11記長唄が互つことがある 結l市と

して、 l月々の内f干の義扮をHわ仕る 1，]1]々 の桜約のもと守、りu人の/!日々 の内芥の

訴訟にi了一j る 1ft刊が uJ時(こ干引l~L、そ<7)っ ιの J;(l)五万斗R夫を禄ったことか
らヰじる、紛糾、 51市そ〕〆、不公 l こそが、 f)UI山TI} lJi叫んrtu-日:1fJ{ト手!のよ
可な事f山手J".大してi産用されない、れむlやまれぬ埋日なのである刈ο

官、 (Lo:'dDiplock) (.1、当該法EIJが~(ft グ】ょう会事1刊に治同さ 1しると点告が

判ぷLたよとは誤りで品 J ナこ::，れ ;-9ゐ 私ば、 f告訴を訳存する ι 卜のよう

l刊ノj、して、;ポ;目安:'~~ ~}~~::、せてこ(

(自i[検討11，0:【 Dipl()(氷山n えをま 2めどおこう。

第 lに、 1Jtlhiot )' Lambcrt注目 k 、尚主的ならさ約にお"亡;fJめられるべきで

めると;:I] 'J、しいその射手ll を :;J~~-こした}泊zての判号;寺内、寄託や保|訟の )j~j;fで

イ、γ，":jcよし立めムれてい/じが、 その十t(j) ';;j" Wf -C 不法民1Iが認め毛れるかは、よ;~~T:J所

が半'JiJNL.ていくべき当柄 Pある、〉干Ij~; Lj~ こよ;ーなろっ、

::r~ ?，に、 Diげ11υip!'LuJjιbcr! 訳出;之、 ノJ.~::、約 0dぎの常凶 (co叫cn:p~ 2.tlcn}

ないし玄関 ink市 uf1iを筏拠として認められるとしながりら、他方¥¥iLに

{bc :xC(~1c d itl l川)、その殺の議論0)火陸!なっよってdめられるとしておや

治3に、 D11釘lυ'pv LUtf! [;c引法巨I;iz 、第一昌子有にl\'J-~~i:i"を訴える「段を(，し

ごいる場合には認められるべき?はないと料ノ" 'j ーその射科をヨむこしずこ

{ヲ) Carriage of Goods by Sea Act 海上物品運送法1992年 2条 4項目

丹J14 j!~: '?t法lS!j!:;1":手、 iJ~i責みも L く l土烹書きの持、こまたは松花みもしくは烹

再ゑ奇~:[[と 1/-c物J!?;出 HI有棋が1r:ョ受人主たはt住民戸人にl't山一よれば、契約ト

日斗
ihd. ;¥t 討4/-849

広〉以下~1 :31貝/ブ十

1)71 ~lìJ、 S8 i;;._'>，:.:O) 247全



43転さ_L'らiし/>:!:¥矢 r1 ) 

。)存不'1も令交人または彼裏言:人i.:.-qo;有すると規定する n しかし、そこにはまだ、

f ヤジブ Jン姥てノ、 Lた，こと去 ':X.11'ら前 I，-:)ll ~k C<crgo) 。〉砧合には、哀E主

を理LL:こして物品の所有権が移転し主いので、|本年な州通がI[じr.

海 1.1対日;.ð.lhì~) 、 199;~ 主 Î ，~， '~!:ì.fr守証券iJ、 l 前九年ム同枝川県/Lをぷ「C L 品、吋祉

'jJ..: ;こ含まれる巡民主U~;;上の梓判が合公んに移軒する己規足したうヘ手イ(/)，~で、

朝;"U、はij屯立されるiBi1、(l厄;I j $l~悶を +!l;:J.~ したし

市 l物品1主i主;J、1~192ι の 1ILi;況であみ 2-$1 m.も、つぎのよ弓 t拡げられヂめ

子合わち、船柑証券l包常かっ;正明される運送梨利上の権利の持仏;止、 J~Î 臼権

の移転に依ji，するの--c:王争〈、請求者が的17:';5::.51:C) i~ì'去な所村人となること hこ

fム併すると~t!ノ己 1. た これムグ)符利引移中ιが、以前よりもれ$;)になコたのであ

{) 

; 2条 船積書類上の権利

1明 本節仁おけるよよれ続く条友仁淀う必災はあるが、 コぎのいす

れかlなる人以、

'， a';-"7=] 町7前証券り二品伝なl計村人、

b守 ま『ι!↓
/、-"よ、

、3ιT

(証券の所持人[也、悩]になることμC.'._.-C)彼が当該契約のミユど昔に

なったかじりごとく、 fJtにj返送契約上の訴訟η二汁寸るす℃てグ〉持十七がお中元

およびH1jさY るド、 J

川本立にi司(γ丈拡恨のほか、刊[ifJj"~;: ~{:-.以外の害額、たとえば、

子 delivervorclel只」も治Jトけされるよう ι主った{

~..， c;' 九日y:):I1:，;

京文を桜げておくー

'2 Rights under shippin官documents

(}) S11hj('c:， ((、 ll:cf(、:iflwin日リlりも1日1tjllSリr:ili日日cdioれれ pI-Y川 jllW れ();)(' 

COIllεS 

I，:l} lhc l:l、、Julholけclυ[a ')111 e;[ lacEn只

lb!:a-;)b九日目川町l:()I 

1(;1λ)brれ叫i<d

日h"，11l:)v v れどのfひどιu" 月 !hτholdゼrufthtbilll札口b;e，，;a:ionJ>ha'i2 

二日社52己主jD)2473 |出l



サ屯ノ ι 

111;去の ¥"ijおとは浅って、危険(土船伯J寸に移転するが、所有権は支払時に;時常

ょ移転するとし aうのが、うE泡ITJ三れる¥えさ一般iLHlJごある 危段、てが:Ì~~J;~

人かよ， [ITjf;与される +:~l~~f<;壊の支j;，光を ;I~:疋するのである一 このような実務によI

L "(、新じ(よ、提約「の~~、以内移民、を;比践の移，辺、 F 柿7F/、.J : ~ず、 '8~;'市証券の ::;1

村と結び付けた 危険が符転したかとう与はいましば決めがたし、均台があるの

;こit1，(、誌が骨片品l正彰の!りj-f'-.f人かはひ易 (，-=Hとιごきるからじめるべ

この E つに抗72 しよ'ぷ果、物品が船出l~11 むの所持人以外のZFかの危険でJi.L与

されゐ、い fつかの奇柿な守11刊が時される)エムなった tfi丈どまじ汁の別人へ

のうJ咋l~(立、r;:;: 物品みよ引主1992干によっ Lも、ノじ全に日注されたわけてはなか dコ

2条 4ユ目l士、 ?の問~ 1~' ~:ik う 1ヮト p
d同}

r，1 m 本日てが迫刑される、し明、右"る汽鋲のゴマ1吋におい亡も
乱背 その吉滋;こ珂係寸る物品にty-9るe または、それに院 9る

し叫、なるものでもとしが、利益まえ二i土権利存有する人が、 1吾送契

約の:韮!人の精巣、 J員 j、ま/':~_(J: ~員苔を被っ f が、 しかL、

h号 上u) 1 唄ろその古ノ~Îlに判決して珂掃されるため、その涜反に

「ヰーする訴える住示'1がりUの人lこf，j-J-j与れたI訪日、

その別の人 C 、号\.~ tJける l別の人JJ は、その損失まとはTは7;争被った

人 l己l号lこJ3i.-j" ~ i人」、の工めlこ、 f-~じの iL:1号1，，-;三ける訴 ~~r~. t-，{;.1活

不'Jか品。〕人 C口i号 lこおける l 人L のために行告されるべきιω人ド号

における l人 J; :.:: 1，J I jιれたこすれ 11'1J -!*-されえたのと1'"1じX[l斗に、 ト
足"JW利マピ行司する権干IJを付うミれる治」

tra口S!6H:dtn只ndvest刊Hl;;L川市Jlri.gl日 ()fSlll:， i:nd円↑11(-'(，Oi::tl，)ct ¥)f (';:¥1 
】1;1記t代日 ifhc h日dbCCTl ~; ;J:-，rly 10、h日、円J~; I了内じl

1)3 ilf~ j.:を下名けどおく

10!J1 

l↑) ¥.Vlwn-'_ :11 111(-' ca:w 1)[ :lfl} dt)(' Ll 'lle~ l1 :.0 w11i('11 rlii乃 A，:(，ljJp;i(-'e; 

la) a pC:.SO:~ ¥Vi:Jl any inLCn色1or :'ic:hi itl or ill :'d日1ょOll10 gOGd日 10

w11:cトlllcdoccn (-:lL rd凡Lc:-.::-;11::-;[ -:11ぉ 1"日ぉ cr(!;-ll!l;-:持じ 1:;COI1ScquじnCt

of a I)rnch of ~he C011ムrac，of C3rT;:'，ヌヒ 1)ιt 
I，h，' sub宍ccdc!: (L~ abovr 0pcraLl又 111ιl2.liο11LU L1:z.l docu:ncn~ sοhal 

I'lg:日 rrf，Sllit_ ;n rt'叫、ωc;:d th川 bred'hill'('川、kdin刀n()lhωrp(~rs(); 

~lìJ、 S81;;-298)2472
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円jJ (UnbC1乱'，h; 土、本条項が王手較させられたrr:、失のj会出lを持jフf;RSi，~，tす dl

した;性ーのむJ7i= i1、じあ :-1、 J)wμ(;1' j} JJimÍJ川tú~8 1J を強fヒした itll すへ弐全 i丸、

あるとじて向く J価する そ;..!，亡、本条工出刀特殺をつぎのよ斗:ま~:aうる

~(-$頁!之、損害防閉め認否 t ン 3 いて、 E工L 人 llill グコ企図 ~cυ九日lliplat;u叶い依

拠させておらず、そ:L~，こ 1~ わゐものとし u 沼ー伍に長i G2前な千II 訟が舟湾し lご

'."るかに11、民!~ミせとゾる

まず、み 者の危1;5zで初m 弁当三 Lfn高弘、 {;(j 者が::w士(二~W(令負担さザ

られどこエのみを"むfIムするわけごはなく、需 71iこ物lT!に討する 1¥通か

なるもので bよいが同町 I とするものの 刊誌や惇利を要件とすると刈

記しているニと仁l土、片足がy、安とある l 主た 現，'，L;に出:1争被〉た考書 北の

ために、批評i了段の所持者(訴える搾れがあゐと地72するか、「のたが)(-'， (for 

the bene~:t 0り の丘岡、が定義されておら「、そ Lて、第一告とげ子去すの関係

も町時 ζ はいえないこりまり、勝訴した可.j¥';;-{i':;; ~主催去を全議j?? である :;f5三者

のためじ信託とし ζ保持するのか、あるしは、ロ引侍主は第一首のためl日ド訟す

る瓦務があノ、のか、なシも川碓 y はいえない

最後;二、声 1~' (Unbεム;:"h; は、本缶、とく t...::.:'~条 1 J;自の規定;こより、 lhm 

lf)jJ! Lω叫パIlJ、:1'10)直μJグ)余地かまコたえなく主:η たとは v、えなし Lと+ケo-t
すなわち、本法u体、格"のJ日宍に認する賠償宇田信する権利か規定し{:フ r

c'"、るこよ 川家:4Jl'u、方:1えご、計受人がドd寺託券!の潅手'1を行使するこt

ができない場合が為わうることを川面すゐ c た E えば、Îi2':~人:こ討して、奇;}荷

IA-35の引慨しがなトった砧合もしくは{'要な7ZE与がなか J た場合、または、

訟も]読みがまつやくドIJJIIきれなかっと場什などカある。 さらには、海 Li長送で

はなく珪!在斗ずはいま t.;に J)Hlilot t' T.ambert uJIU (土必要レされてv、るので

はなかろうか したがって

著背は最後に結論づ:tる

この柔秋な法l唱の:寸J哨じっ余地はまだまだあると、

;l;1川ilcrpC、円リ円台ha:l出 i'llliJJrdIn CX¥:r(+.，C Ih川 crighl式「り 'h:，bcnc:l， of 
:ll巳 perso内明huslJstainぜd: hぞ losscr dap.la日ゼ ::0t恥esa九"巳¥:eE-ll:as t，';ε、
could havc bccn c -，-c~ciscd if ，-hc¥' h<ldリccn¥CS，-Cd in tleC pcrsο11 ~or w bosc 

以[]('fit thCYどr('CX(' t 、 :~wd.'

二日社52己主jl)247l )0ハl


